
二
三

南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

高
　
橋
　
弘
　
臣

　

は
じ
め
に

　

北
宋
時
代
、
都
の
開
封
へ
東
南
六
路
（
両
浙
・
淮
南
・
江
東
・
江

西
・
湖
北
・
湖
南
路
）
か
ら
上
供
米
が
輸
送
さ
れ
、
そ
の
額
は
景
徳
四

年
（
一
〇
〇
七
）
以
降
、
毎
年
六
百
万
石
と
定
め
ら
れ
た
。
開
封
へ
輸

送
さ
れ
た
上
供
米
は
、
主
と
し
て
官
僚
の
俸
給
米
・
兵
士
の
軍
糧
米
等

に
充
て
ら
れ
た（
１
）。
南
宋
時
代
に
入
る
と
上
供
米
の
額
は
減
額
さ
れ
て
い

き
、
紹
興
三
十
年
（
一
一
六
〇
）
に
毎
年
三
百
三
十
二
万
石
と
な
り
、

こ
の
額
が
南
宋
末
ま
で
維
持
さ
れ
た
。
ま
た
上
供
米
の
輸
送
が
分
散
化

さ
れ
、
事
実
上
の
都
と
な
っ
た
臨
安
へ
は
、
や
は
り
紹
興
三
十
年
、
両

浙
路（
２
）及

び
江
東
路
の
一
部
の
府
州
軍
か
ら
、
年
間
百
十
二
万
石
が
輸
送

さ
れ
る
よ
う
定
め
ら
れ
た
。
残
り
の
上
供
米
計
百
九
十
三
万
石
は
、
両

浙
路
以
外
の
江
南
諸
路
か
ら
金
と
の
国
境
地
帯
（
具
体
的
に
は
鎮
江

府
・
建
康
府
・
鄂
州
等
の
長
江
南
岸
の
軍
事
・
補
給
拠
点
）
へ
輸
送
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た（
３
）。

　

南
宋
の
上
供
米
の
輸
送
に
関
す
る
研
究
は
補
給
体
制
、
即
ち
総
領
所

体
制
と
も
絡
ん
で
、
金
と
の
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
も
と
へ
の

輸
送
を
検
討
し
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り（
４
）、

臨
安
へ
の
輸
送
を
扱
っ

た
研
究
は
少
な
く
、
不
明
な
部
分
が
多
い
。
し
か
し
南
宋
の
上
供
米
輸

送
体
制
の
全
貌
を
解
明
す
る
に
は
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
輸
送
に
対
す

る
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
。
臨
安
・
国
境
地
帯
へ
の
上
供
米
の
輸
送
体

制
は
、
い
ず
れ
も
紹
興
三
十
年
正
月
に
至
っ
て
成
立
す
る
と
考
え
ら

れ
、
筆
者
は
臨
安
研
究
の
一
環
と
し
て
、
高
宗
が
紹
興
二
年
正
月
に
紹

興
府
か
ら
臨
安
へ
移
動
し
て
以
後
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
輸
送
体
制
が

成
立
す
る
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
た（
５
）。

し
か
し
臨
安
へ
の
上
供
米
輸
送

体
制
の
成
立
過
程
を
一
層
詳
し
く
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
南
宋
の

建
国
～
高
宗
が
紹
興
二
年
正
月
に
紹
興
府
か
ら
臨
安
へ
移
る
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
。
ま
た
上
供
米
の
輸
送
が
臨
安
と
国
境
地
帯
と
に
分
散
化
さ
れ
た
原

因
・
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
時
期
の
上
供
米
輸
送
に

対
し
、
検
討
を
行
う
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

　

高
宗
は
建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
に
応
天
府
で
即
位
し
た
後
、

十
月
に
揚
州
へ
移
動
し
、
建
炎
三
年
二
月
に
は
杭
州
へ
移
っ
た
。
さ
ら

に
そ
の
年
の
四
月
に
杭
州
を
発
ち
、
五
月
に
江
寧
府
へ
到
着
し
た
。
こ



二
四

　
　

都
城
自
来
惟
だ
諸
〔
路
〕
の
綱
運
の
転
給
に
仰
ぐ
の
み
。
今
来
車

駕
傍
京
に
臨
駐
し
、
汴
河
の
綱
運
、
理
と
し
て
宜
し
く
先
次
に
措

置
す
べ
し
。
欲
し
て
乞
う
ら
く
は
戸
部
及
び
発
運
司
に
下
し
、
合

に
用
う
べ
き
数
を
計
度
す
る
外
、
速
や
か
に
催
発
し
京
城
に
前
去

し
て
下
卸
せ
し
め
、
急
闕
の
支
用
に
応
副
せ
ん
。

と
あ
り
、
裁
可
さ
れ
て
い
る
。
応
天
府
に
滞
在
す
る
高
宗
に
対
し
、
汴

河
の
漕
運
に
よ
り
上
供
銭
物
を
供
給
す
べ
き
で
あ
る
が
、
開
封
は
応
天

府
の
傍
ら
に
あ
る
の
で
、
応
天
府
で
必
要
と
す
る
以
外
の
物
資
は
開
封

へ
輸
送
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
開
封
へ
上
供

銭
物
を
輸
送
し
続
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

金
軍
は
靖
康
元
年
（
一
一
二
六
）
閏
十
二
月
に
開
封
を
陥
落
さ
せ
た

後
、
靖
康
二
年
三
月
、
北
宋
の
宰
相
で
あ
っ
た
張
邦
昌
を
楚
国
皇
帝
に

封
じ
る
と
、
徽
宗
・
欽
宗
を
は
じ
め
皇
族
・
官
僚
等
三
千
人
を
引
き
連

れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
一
旦
北
帰
し
た
。
脅
迫
さ
れ
て
帝
位
に
即
い
た

張
邦
昌
は
金
軍
撤
退
後
、
四
月
に
な
る
と
哲
宗
の
皇
后
（
元
祐
皇
后
孟

氏
）
を
宮
中
に
迎
え
、
自
ら
は
退
位
し
た
。
皇
后
は
高
宗
が
即
位
す
る

ま
で
垂
簾
聴
政
を
行
い
、
高
宗
即
位
後
も
八
月
ま
で
開
封
に
滞
在
し

た（
７
）。

ま
た
六
月
に
対
金
強
行
派
の
宗
沢
が
東
京
留
守
に
な
る
と
、
義
軍

を
集
め
、
東
京
留
守
軍
を
組
織
し
た
。
そ
の
兵
士
の
数
は
、
も
ち
ろ
ん

誇
張
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
建
炎
二
年
三
月
に
は
百
万
と
称

し
て
い
た
と
の
史
料
も
目
睹
さ
れ
る（
８
）。

南
宋
政
府
は
開
封
に
滞
在
・
駐

屯
す
る
元
祐
皇
后
や
留
守
軍
に
対
し
、
食
糧
や
財
貨
を
供
給
す
る
必
要

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

の
時
江
寧
は
建
康
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
な
お
杭
州
は
建
炎
三
年
七

月
、
臨
安
と
改
称
さ
れ
た
。
高
宗
は
閏
八
月
に
建
康
府
を
離
れ
、
金
軍

の
攻
撃
か
ら
逃
れ
る
た
め
浙
西
か
ら
浙
東
へ
と
移
動
し
、
海
上
に
ま
で

避
難
し
た
後
、
建
炎
四
年
四
月
、
越
州
に
到
着
し
た
。
越
州
は
紹
興
元

年
十
月
、
紹
興
府
と
改
称
さ
れ
る
。
そ
し
て
紹
興
二
年
正
月
に
紹
興
府

か
ら
臨
安
へ
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
検
討
の
時
期
を

大
き
く
①
南
宋
の
建
国
～
高
宗
が
江
南
に
お
け
る
逃
避
行
を
開
始
す
る

建
炎
三
年
閏
八
月
ま
で
、
②
そ
れ
以
後
の
高
宗
の
逃
亡
期
間
、
③
高
宗

の
越
州
到
着
～
臨
安
へ
移
動
す
る
ま
で
、
の
三
つ
に
分
か
ち
、
各
々
の

時
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す

る
。
な
お
本
稿
で
は
『
建
炎
以
来
繋
年
要
録
』
を
『
要
録
』、『
宋
会
要

輯
稿
』
を
『
宋
会
要
』
と
略
記
す
る
。

　

一　

南
宋
の
建
国
～
建
炎
三
年
閏
八
月
ま
で
の
上
供
米
輸
送

　

１　

開
封
・
行
在
へ
の
上
供
米
輸
送

　

建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
、
東
北
地
方
へ
の
連
行
を
免
れ
た
徽

宗
の
第
九
子
趙
構
が
応
天
府
で
即
位
し
た
。
趙
構
＝
高
宗
で
あ
る
。
高

宗
が
即
位
し
た
当
時
、
米
を
含
む
上
供
銭
物
は
行
在
で
あ
る
応
天
府
へ

送
ら
れ
、
俸
給
米
や
軍
糧
米
等
に
充
て
ら
れ
た
だ
け
で
な
く
、
開
封
に

も
送
ら
れ
て
い
た
。
高
宗
が
即
位
直
後
の
こ
と
と
し
て
『
宋
会
要
』
食

貨
四
三
─
一
四
「
宋
漕
運
」、
建
炎
元
年
五
月
十
七
日
条
所
載
の
京
城

撫
諭
使
路
允
迪（
６
）の
上
奏
に



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

二
五

　

ま
た
南
宋
政
府
部
内
に
は
、
高
宗
は
い
ず
れ
開
封
へ
帰
還
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
者
が
多
く
、
高
宗
自
身
に
も
そ
の
心
算
が
あ
っ
た
。
高

宗
の
帰
還
に
備
え
、
開
封
に
は
食
糧
・
財
貨
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。『
要
録
』
巻
一
五
、
建
炎

二
年
五
月
乙
酉
条
に
は
「
詔
を
下
し
て
京
に
還
る
」
と
あ
り
、
次
の
よ

う
に
あ
る
。

　
　

朕
即
位
の
初
め
、
近
服
を
踟
蹰
す
る
に
、
会
た
ま
李
綱
江
左
の
章

を
上
り
、
継
い
で
南
陽
の
義
（
議
の
誤
り
）
を
執
り
、
工
を
鳩
め

事
を
藏お
さ

め
ん
と
す
る
も
、
浸
く
時
幾
を
失
う
。
旋ま

た
淮
甸
の
行
を

為
す
は
、
就
ち
寇
攘
の
患
い
を
弭
ん
じ
、
中
原
を
守
り
て
遠
か
ら

ず
、
朕
の
意
の
存
す
る
所
を
見
る
。
昨
ご
ろ
時
措
の
宜
し
き
を
稽

え
、
黙
し
て
言
旋
の
計
を
辦
ず
。
設
施
に
序
有
り
、
播
告
未
だ
先

ん
ぜ
ず
、
或
は
知
ら
ず
、
尚
乃
ち
請
う
有
り
「
委
積
無
か
る
べ

し
、
以
て
謹
み
て
虞
い
に
備
え
ん
」
と
。
宜
し
く
発
運
司
を
し
て

尽
く
淮
浙
よ
り
入
京
す
る
の
物
料
及
び
軍
須
輜
重
等
の
物
を
起

し
、
次
を
以
て
発
遣
し
、
京
師
に
赴
か
し
む
べ
し
。

　

高
宗
が
建
炎
元
年
五
月
に
応
天
府
で
即
位
し
た
後
、
金
軍
は
秋
か
ら

高
宗
の
捕
獲
を
目
的
に
再
度
南
下
す
る
気
配
を
見
せ
て
い
た
。
そ
こ
で

そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
か
、
ま
た
高
宗
の
所
在
地
、
ひ
い
て
は

南
宋
の
都
を
ど
こ
に
す
る
か
を
め
ぐ
っ
て
、
南
宋
政
府
部
内
で
は
議
論

が
戦
わ
さ
れ
て
い
た
。
冒
頭
に
「
李
綱
江
左
の
章
」・「
南
陽
の
議
」
と

あ
る
の
は
、
建
炎
元
年
六
月
に
宰
相
の
李
綱
が
上
奏
し
た
、
高
宗
は
江

寧
府
の
他
に
長
安
・
襄
陽
へ
巡
幸
す
べ
し
と
の
意
見
、「
南
陽
の
議
」

と
は
、
翌
七
月
に
や
は
り
李
綱
が
提
出
し
た
、
高
宗
の
南
陽
（
鄧
州
）・

襄
陽
へ
の
移
動
案
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（
９
）。
ま
た
「
淮
甸
の
行

を
為
す
」
と
は
、
結
局
建
炎
元
年
十
月
に
高
宗
が
応
天
府
か
ら
揚
州
へ

移
動
し
た
こ
と
を
あ
ら
わ
す
文
言
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
の
詔
に
よ
れ

ば
、
高
宗
は
揚
州
へ
移
動
し
た
後
、
開
封
へ
の
帰
還
を
企
図
し
て
お

り
、
そ
れ
に
は
開
封
に
物
資
を
儲
積
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
に
基
づ
き
、
発
運
司
に
命
じ
て
淮
浙
か
ら
物
資
を
輸
送
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

お
よ
そ
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
南
宋
政
府
は
行
在
と
な
っ
た
応
天
府

だ
け
で
な
く
、
開
封
へ
も
上
供
銭
物
の
米
や
財
貨
の
輸
送
を
継
続
し
よ

う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
政
府
に
と
っ
て
、
開
封
へ
の
上
供
物

資
の
輸
送
を
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
開
封
へ
の
帰
還
、
即
ち
金
の

撃
退
・
華
北
の
奪
回
を
断
念
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
に
他
な
ら
ず
、
そ

れ
故
行
在
だ
け
で
な
く
、
開
封
へ
の
上
供
物
資
の
輸
送
を
継
続
す
る
必

要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
『
要
録
』
巻
七
、
建
炎
元
年
七
月

丙
申
条
に

　
　

詔
し
て
諸
路
の
米
綱
は
三
分
の
一
を
以
て
行
在
に
輸
り
、
其
の
余

は
悉
く
京
師
に
赴
か
し
む
。

と
あ
る
如
く
、
上
供
米
は
三
分
の
一
を
行
在
へ
、
残
り
を
開
封
へ
、
即

ち
応
天
府
へ
二
百
万
石
、
開
封
へ
四
百
万
石
を
輸
送
す
る
こ
と
が
正
式

に
定
め
ら
れ
た
。

　

な
お
行
在
と
な
っ
た
場
所
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
高
宗
は
上
述
の

如
く
建
炎
元
年
十
月
、
応
天
府
か
ら
汴
河
・
山
陽
瀆
を
通
っ
て
揚
州
へ



二
六

移
動
し
た
。
と
こ
ろ
が
高
宗
は
揚
州
滞
在
中
の
建
炎
三
年
二
月
、
金
軍

に
急
襲
さ
れ
、
命
か
ら
が
ら
長
江
を
渡
り
、
江
南
河
を
通
っ
て
杭
州
ま

で
逃
避
し
た
。
次
い
で
高
宗
は
主
戦
派
の
官
僚
に
説
得
さ
れ
、
四
月
に

杭
州
を
発
ち
、
江
南
河
・
長
江
を
通
り
、
五
月
に
江
寧
府
へ
到
着
し
、

閏
八
月
ま
で
滞
在
し
た
。
な
お
既
述
の
如
く
江
寧
は
高
宗
の
到
着
後
、

建
康
と
改
称
さ
れ
た
。
即
ち
建
炎
元
年
五
月
～
建
炎
三
年
閏
八
月
ま
で

の
間
、
応
天
府
・
揚
州
・
杭
州
・
建
康
府
が
短
期
間
な
が
ら
行
在
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
因
み
に
杭
州
は
建
炎
三
年
七
月
、
臨
安
と
改
称
さ

れ
た
。

　

２　

開
封
・
行
在
へ
の
上
供
米
漕
運
制
度

　

開
封
・
行
在
へ
、
上
供
米
は
主
と
し
て
長
江
・
江
南
河
・
汴
河
・
山

陽
瀆
等
の
水
路
を
用
い
た
漕
運
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
た（
（1
（

。
ま
た
開
封
及

び
行
在
の
う
ち
応
天
府
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
は
、
転
般
法
が
実
施
さ

れ
た
。
転
般
法
と
は
周
知
の
如
く
北
宋
時
代
に
お
い
て
、
東
南
六
路
か

ら
開
封
へ
上
供
米
を
漕
運
す
る
際
、
淮
南
に
転
般
倉
を
設
置
し
、
そ
こ

を
中
継
点
と
す
る
制
度
で
あ
る
。
転
般
倉
は
淳
化
年
間
（
九
九
〇
～

九
九
四
）
以
降
、
真
州
・
揚
州
・
楚
州
・
泗
州
に
設
置
さ
れ
、
真
州
の

転
般
倉
に
は
江
東
・
江
西
・
湖
北
・
湖
南
路
か
ら
、
揚
州
の
転
般
倉
に

は
両
浙
路
か
ら
、
楚
州
の
転
般
倉
に
は
淮
東
路
か
ら
、
泗
州
の
転
般
倉

に
は
淮
西
路
か
ら
漕
運
さ
れ
て
来
た
上
供
米
が
一
旦
貯
蔵
さ
れ
、
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
開
封
へ
漕
運
さ
れ
た（
（1
（

。

　

南
宋
初
期
に
も
開
封
へ
の
漕
運
に
転
般
法
が
用
い
ら
れ
た（
（1
（

こ
と
は
、

『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
六
「
宋
漕
運
」、
建
炎
四
年
七
月
三
十
日
条

が
載
せ
る
発
運
副
使
宋
煇
の
箚
子
に
「
本
司
旧
と
転
般
を
行
い
」
と
あ

り
、
同
書
職
官
四
二
─
五
三
「
発
運
司
」、
建
炎
二
年
五
月
十
二
日
条

に
も
「
近
歳
復
た
転
般
を
行
う
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
よ

り
具
体
的
に
は
同
書
食
貨
四
三
─
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
二
年
六
月

二
十
三
日
条
に
、
江
東
路
転
運
司
の
言
と
し
て
「
本
路
の
綱
運
、
旧
と

直
達
を
行
う
…
…
復
た
転
般
を
行
い
、
本
路
の
額
斛
、
専
法
に
依
り
祇ま
さ

に
淮
南
に
至
り
下
卸
す
」
と
見
え
て
お
り
、
転
般
法
に
基
づ
き
江
東
路

転
運
司
が
同
路
の
上
供
米
を
淮
南
で
荷
下
ろ
し
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
荷
下
ろ
し
さ
れ
た
上
供
米
は
、
転
般
倉
へ
収
納
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
。
同
書
食
貨
四
三
─
一
七
「
宋
漕
運
」、
紹
興
元
年
六
月
二
十
四
日

条
に
見
え
る
戸
部
の
上
言
に
「
諸
路
の
歳
起
す
る
糧
斛
、
旧
制
、
江
湖

は
転
般
し
、
両
浙
は
直
達
し
て
上
京
す
。
比
こ
の
ご
ろ

軍
興
に
縁
り
、
淮
南
の

転
般
倉
敖
焼
毀
さ
れ
て
殆
ど
尽
く
」
と
あ
り
、
淮
南
に
転
般
倉
が
設
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
転
般
倉
が
設
置
さ
れ
た
具
体
的
な

場
所
は
史
料
が
な
い
た
め
明
ら
か
に
な
ら
な
い
が
、
北
宋
時
代
と
同

様
、
真
州
・
揚
州
・
楚
州
・
泗
州
の
全
て
ま
た
は
い
ず
れ
か
に
設
置
さ

れ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
応
天
府
は
開
封
東
南
の
汴
河
沿
い

に
位
置
す
る
、
即
ち
開
封
へ
の
漕
運
の
途
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
転
般

法
は
開
封
へ
の
漕
運
だ
け
で
な
く
、
応
天
府
へ
の
漕
運
に
も
用
い
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

北
宋
時
代
、
転
般
法
を
統
轄
し
た
の
は
発
運
司
で
あ
る
。
北
宋
時

代
に
お
け
る
発
運
司
の
制
度
の
変
遷
は
複
雑
で
あ
る
が
、
景
徳
四
年
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図１　南宋初期の主要漕運ルート略図



二
八

（
一
〇
〇
七
）
八
月
以
降
、
同
司
は
真
州
・
泗
州
に
置
か
れ
、
前
者
は

東
南
六
路
か
ら
転
般
倉
ま
で
各
路
の
転
運
司
が
担
当
す
る
漕
運
を
、
後

者
は
転
般
倉
か
ら
開
封
ま
で
の
漕
運
を
監
督
し
、
漕
運
が
円
滑
に
行
わ

れ
、
欠
額
を
出
さ
ぬ
よ
う
様
々
な
措
置
を
講
じ
た
。
例
え
ば
発
運
司
は

各
路
が
発
送
す
る
上
供
米
の
額
が
不
足
し
た
際
に
は
、
六
路
全
体
の
豊

作
・
凶
作
の
状
況
を
勘
案
し
つ
つ
和
糴
を
実
施
し
た
り
、
代
発
と
称

し
、
転
般
倉
の
貯
蔵
米
を
用
い
た
り
し
て
補
填
を
行
っ
た
。
ま
た
均
輸

法
が
実
施
さ
れ
る
と
、
発
運
司
は
上
供
銭
物
を
合
理
的
に
調
達
す
る
た

め
、
六
路
（
後
に
は
福
建
・
広
東
・
広
西
路
も
加
わ
る
）
で
銭
物
を
移

用
す
る
職
務
・
権
限
も
与
え
ら
れ
て
い
る（
（1
（

。

　

南
宋
時
代
に
な
る
と
、
建
炎
元
年
五
月
に
発
運
使
の
梁
揚
祖
が
提
領

措
置
東
南
茶
塩
公
事
を
兼
任
し
、
司
を
真
州
に
置
い
た
と
の
記
事
が
あ

り（
（1
（

、
発
運
司
は
少
な
く
と
も
真
州
に
は
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

発
運
司
が
漕
運
を
監
督
し
て
い
た
こ
と
に
関
し
て
は
『
宋
会
要
』
職
官

四
二
─
五
二
～
五
三
「
発
運
司
」、
建
炎
元
年
八
月
十
二
日
条
に

　
　

詔
し
て
発
運
副
使
李
祐
を
差
し
、
南
京
よ
り
真
州
に
至
り
、
往
来

し
て
躬み
ず

親か
ら

検
察
し
、
糧
運
を
催
促
す
る
を
措
置
せ
し
む
。

と
あ
り
、
発
運
副
使
李
祐
に
対
し
、
南
京
（
応
天
府
）
と
真
州
と
の
間

を
往
来
し
て
漕
運
を
監
視
・
督
促
す
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る
。
な

お
発
運
司
が
現
実
に
は
応
天
府
ま
で
で
は
な
く
、
開
封
ま
で
の
漕
運
を

管
轄
し
て
い
た
こ
と
は
、『
要
録
』
巻
二
二
、
建
炎
三
年
四
月
丁
巳
条

に
「
発
運
使
に
命
じ
親
ら
糧
船
を
督
し
て
京
師
に
赴
か
し
む
」
と
あ

り
、
同
書
巻
二
四
、
建
炎
三
年
六
月
甲
戌
条
に
「
会
た
ま
旨
有
り
、
東

京
の
糧
運
継
が
ざ
る
を
以
て
、
復
た
大
中
大
夫
梁
揚
祖
に
命
じ
て
発
運

使
と
為
し
、
専
切
に
糧
運
を
措
置
し
、
以
て
中
都
に
餉
せ
し
む
」
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
発
運
司
が
東
南
六
路
か
ら
淮
南
ま
で
の
漕
運
を
監
督
し
て
い

た
こ
と
は
、
や
は
り
断
片
的
な
史
料
と
な
る
が
、『
宋
会
要
』
食
貨

四
三
─
一
四
～
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
二
年
五
月
十
九
日
条
の
詔
か

ら
そ
の
一
端
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

其
れ
江
湖
未
だ
起
せ
ざ
る
の
数
浩
瀚
、
専
ら
司
農
卿
史
徽
に
委
ね

て
收
樁
を
催
促
せ
し
め
、
逐
路
の
斛
斗
の
装
発
し
離
岸
す
る
を
候

ち
、
専
ら
発
運
呂
源
に
委
ね
て
催
趕
し
て
淮
南
に
至
ら
し
め
、
淮

南
よ
り
専
ら
梁
楊
（
揚
の
誤
り
）
祖
に
委
ね
て
催
趕
し
て
泗
州
に

至
ら
し
め
、
泗
州
よ
り
専
ら
李
祉
に
委
ね
て
催
趕
し
て
東
京
に
至

ら
し
む
。

即
ち
江
湖
（
湖
北
・
湖
南
・
江
東
・
江
西
路
）
で
未
発
送
の
上
供
米
が

多
い
た
め
、
当
地
か
ら
淮
南
ま
で
の
漕
運
を
発
運
副
使
の
呂
源
に
、
淮

南
か
ら
泗
州
ま
で
の
漕
運
を
発
運
使
の
梁
揚
祖
に
、
泗
州
か
ら
開
封
ま

で
の
漕
運
を
李
祉
が
各
々
監
督
・
督
促
す
る
よ
う
命
が
下
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
淮
南
と
は
転
般
倉
の
所
在
地
で
あ
り
、
江
湖

か
ら
淮
南
ま
で
の
漕
運
自
体
は
各
路
の
転
運
司
が
担
当
し
て
い
た
と
推

察
さ
れ
る
。
な
お
督
促
の
具
体
的
な
手
段
と
し
て
、
漕
運
を
担
当
す
る

押
綱
官
や
、
漕
運
が
通
過
す
る
州
軍
の
地
方
官
に
発
運
司
が
行
程
表

（
行
程
暦
・
覚
察
催
促
綱
運
暦
等
）
を
渡
し
、
上
供
銭
物
発
着
の
日
時

等
を
記
入
さ
せ
、
回
収
し
て
遅
延
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
あ
れ
ば
当



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

二
九

該
の
押
綱
官
や
地
方
官
を
処
罰
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
た（
（1
（

。

　

諸
史
料
を
通
観
す
る
と
、
南
宋
初
期
の
発
運
司
は
、
漕
運
の
督
促
以

外
に
も
様
々
な
職
務
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
①

押
綱
官
の
任
用
方
法
に
つ
い
て
改
革
案
を
提
示
す
る
、
②
綱
船
の
建
造

プ
ラ
ン
を
上
言
す
る
、
③
地
方
官
が
上
供
銭
物
を
期
限
ま
で
に
発
送
し

な
か
っ
た
り
、
銭
物
を
隠
匿
し
た
り
し
た
場
合
は
弾
劾
す
る
、
未
発
送

の
上
供
米
を
転
運
司
と
と
も
に
集
め
る
、
④
地
方
官
が
上
供
銭
物
を
無

許
可
で
截
留
し
、
他
の
使
途
に
移
用
し
た
場
合
に
は
追
求
し
て
返
還
さ

せ
る
、
等
で
あ
る
。
ま
た
北
宋
時
代
と
同
様
に
、
発
運
司
は
上
供
米
の

不
足
を
補
填
す
る
た
め
、
和
糴
も
行
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る（
（1
（

。
発
運
司

の
職
務
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、
漕
運
全
般
を
統
轄
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
よ
う
。

　

さ
て
高
宗
は
建
炎
元
年
十
月
に
応
天
府
か
ら
揚
州
へ
移
動
し
た
た

め
、
以
後
転
般
法
は
開
封
へ
の
漕
運
に
の
み
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
一
方
、
高
宗
が
滞
在
し
、
行
在
と
な
っ
た
揚
州
・
杭
州
・
建
康

府
へ
上
供
米
が
ど
の
よ
う
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
の
か
、
詳
細
は
明
ら
か

に
な
ら
な
い
が
、
揚
州
に
関
し
て
は
『
宋
会
要
』
職
官
二
六
─
二
九

「
四
排
岸
司
」、
建
炎
二
年
八
月
二
日
条
に
、
司
農
卿
黄
鍔
の
言
と
し

て
「
車
駕
揚
州
に
駐
蹕
し
、
諸
路
の
起
発
し
行
在
に
赴
き
て
下
卸
す
る

綱
運
少
な
か
ら
ず
」
と
あ
り
、
諸
路
か
ら
上
供
米
が
漕
運
に
よ
っ
て
輸

送
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
開
封
へ
輸
送
さ
れ
る
た
め
、
長

江
・
江
南
河
を
通
っ
て
輸
送
さ
れ
て
き
た
上
供
米
の
一
部
が
、
揚
州
に

お
い
て
陸
揚
げ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
杭
州
・
建
康
府
に
対
し

て
も
、
建
炎
三
年
四
月
、
両
浙
・
江
東
路
・
江
西
路
か
ら
上
供
米
を
漕

運
す
る
際
、
生
じ
た
欠
損
に
対
す
る
罰
則
規
定
が
新
た
に
つ
く
ら
れ

て
お
り（
（1
（

、
こ
れ
ら
の
路
か
ら
の
漕
運
が
行
わ
れ
た
（
行
わ
れ
よ
う
と

し
た
）
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
建
康
府
に
つ
い
て
は
『
要
録
』
巻

二
七
、
建
炎
三
年
八
月
乙
巳
条
に
「
諸
路
に
詔
し
、
銭
糧
綱
を
催
し
て

建
康
府
に
赴
か
し
む
」
と
あ
り
、
諸
路
か
ら
銭
糧
を
輸
送
す
る
よ
う
詔

が
下
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
時
点
で
は
、
行
在
へ
の
漕
運
は
各
路
の

転
運
司
が
担
当
し
、
そ
れ
を
発
運
司
が
監
督
す
る
と
い
う
形
式
を
取
っ

て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

３　

漕
運
の
実
態

　

こ
の
よ
う
に
南
宋
時
代
に
入
り
、
発
運
司
の
も
と
で
開
封
・
行
在
へ

の
漕
運
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
漕
運
は
実
態
に
お

い
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─

一
四
～
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
二
年
五
月
十
九
日
条
に
は
、
建
炎
元

年
九
月
の
時
点
で
「
去
年
と
今
年
〔
開
封
・
応
天
府
へ
〕
到
達
し
な
い

〔
上
供
米
〕
の
数
が
甚
だ
多
い
」
と
あ
り
、
建
炎
二
年
五
月
の
時
点
で

発
送
さ
れ
て
い
な
い
今
年
の
上
供
米
の
額
は
二
百
五
十
八
万
九
千
八
百

石
余
り
、
う
ち
淮
南
か
ら
発
送
さ
れ
て
い
な
い
米
は
百
四
万
七
千
石
余

り
、
両
浙
か
ら
発
送
さ
れ
て
い
な
い
米
は
六
十
八
万
七
千
石
余
り
で

あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
上
供
米
の
定
額
は
六
百
万
石
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
半
分
以
上
が
未
発
送
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
輸
送
の
途

中
に
生
じ
る
欠
損
が
加
わ
っ
た
た
め
、
開
封
・
行
在
へ
到
着
す
る
上
供



三
〇

米
の
額
は
一
層
減
少
し
た
。
特
に
開
封
で
は
、
上
供
米
の
欠
額
に
よ
る

食
糧
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
。
梁
揚
祖
は
建
炎
元
年
五
月
に
任
命
さ
れ

た
南
宋
の
初
代
発
運
使
で
あ
る（
（1
（

が
、『
要
録
』
巻
二
四
、
建
炎
三
年
六

月
甲
戌
条
に

　
　
〔
梁
〕
揚
祖
前
に
発
運
使
と
為
り
、
粟
を
積
み
て
以
て
中
都
を
実

ら
す
あ
た
わ
ず
、
道
路
梗
渋
し
、
未
だ
半
年
に
及
ば
ず
、
而
し
て

中
都
の
人
相
食
む
に
至
る
は
此
揚
祖
の
罪
な
り
。
孰
か
揚
祖
首
尾

を
知
る
と
謂
わ
ん
や
。

と
見
え
て
い
る
。
即
ち
揚
祖
が
発
運
使
と
な
っ
て
開
封
に
食
糧
が
集
ま

ら
ず
、
半
年
も
し
な
い
う
ち
に
開
封
の
住
民
は
「
相
食
む
」
状
態
に

な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
建
炎
二
年
正
月
に
榷
貨
務
所
管
の
河
北
路

寄
糴
斛
斗
銭
よ
り
五
十
万
緡
を
出
し
、
江
淮
両
浙
の
商
人
を
招
き
、
開

封
に
場
を
置
い
て
入
中
さ
せ
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る（
（1
（

の
は
、
そ
う

し
た
状
況
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

上
供
米
の
輸
送
に
多
額
の
欠
損
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
考
え
て
み

る
と
、
そ
も
そ
も
戦
乱
に
よ
っ
て
秋
苗
米
の
生
産
額
・
徴
収
額
が
低
下

し
、
そ
れ
に
伴
い
上
供
米
の
額
自
体
が
減
少
し
て
い
た
点
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
漕
運
を
担
当
す
る
押
綱
官
に
は
多
く
武
臣
（
使
臣
）
が
任
用

さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
往
々
に
し
て
上
供
銭
物
の
盗
売
等
、
様
々
な
問
題

を
引
き
起
こ
し
、
そ
れ
が
欠
額
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
押
綱
官
の
使
臣

に
よ
る
欠
額
は
、
漕
運
に
は
言
わ
ば
不
可
避
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ

り
、
南
宋
初
期
に
お
い
て
も
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
四
「
宋
漕

運
」、
建
炎
元
年
八
月
一
日
条
に
京
東
路
転
運
副
使
李
祐
の
上
言
と
し

て
　
　

近
年
歲
額
未
だ
嘗
て
数
足
ら
ざ
る
は
、
蓋
し
管
押
の
使
臣
多
く
是

れ
差
委
を
干
請
し
、
曽
て
能
幹
の
人
を
選
択
せ
ざ
る
に
縁
る
。

と
あ
る
。
即
ち
漕
運
に
欠
額
が
多
い
の
は
、
押
綱
官
と
な
っ
た
使
臣
の

多
く
が
自
ら
任
命
さ
れ
る
こ
と
を
請
託
し
た
者
で
あ
り
、
能
力
の
あ
る

者
が
押
綱
官
に
選
ば
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た

長
文
の
た
め
原
文
の
引
用
は
省
略
す
る
が
、
建
炎
二
年
十
二
月
に
は
江

西
転
運
司
か
ら
、
真
州
・
揚
州
の
排
岸
司
が
本
路
に
遣
わ
し
た
押
綱
官

の
多
く
は
よ
る
べ
き
家
業
（
資
産
）
が
な
く
、
漕
運
に
習
熟
し
て
い
な

い
者
達
で
あ
る
の
で
、
資
産
・
保
証
人
を
持
ち
、
心
力
の
あ
る
者
を
派

遣
す
る
よ
う
要
請
が
な
さ
れ
て
い
る（
（2
（

。
押
綱
官
に
資
産
・
保
証
人
が
必

要
な
の
は
欠
額
を
出
し
た
時
に
補
填
す
る
た
め
で
あ
る
が
、
こ
の
記
事

に
よ
れ
ば
漕
運
に
不
慣
れ
な
押
綱
官
が
欠
額
を
出
し
て
も
、
資
産
・
保

証
人
が
な
い
た
め
補
填
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
使
臣
の
数
は
十
一
世
紀
後
半
以
降
増
加

を
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
差
遣
の
数
が
少
な
い
た
め
、
彼
ら
は
実

職
に
就
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
言
わ
ば
応
急
措
置
と
し
て
押
綱
官
に

任
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（
（2
（

。
そ
の
結
果
、
能
力
の
な
い
、
即
ち
漕

運
に
習
熟
し
て
い
な
い
、
し
か
も
貧
し
く
資
産
も
持
た
な
い
よ
う
な
使

臣
が
、
有
力
者
に
請
託
す
る
等
の
手
段
に
よ
っ
て
押
綱
官
に
任
用
さ

れ
、
貧
し
さ
故
に
上
供
銭
物
を
盗
売
し
た
り
、
過
失
か
ら
欠
額
を
出
し

て
も
補
填
で
き
な
い
等
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
宋
初
期
に
は
、
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
の
高
ま
り
に
伴
い
、
地
方



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

三
一

官
が
上
供
米
を
許
可
な
く
勝
手
に
截
留
し
、
軍
糧
米
に
移
用
す
る
ケ
ー

ス
が
増
加
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ
と
は
上
供
米
発
送
額
の
減
少
に
つ

な
が
っ
た
。
軍
糧
米
へ
の
移
用
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
宋
会
要
』
職

官
四
二
─
五
二
「
発
運
司
」、
建
炎
元
年
七
月
九
日
条
に
発
運
判
官
方

孟
卿
の
言
と
し
て
「
諸
路
の
上
供
銭
物
は
擅
に
用
う
る
を
許
さ
ざ
る

も
、
昨
ご
ろ
軍
興
に
縁
り
、
諸
処
往
往
に
し
て
便
宜
も
て
支
用
す
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
う
か
が
え
る
。
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
、
上
供
銭
物
が
各

所
に
お
い
て
、
地
方
官
の
独
断
で
支
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る

が
、「
支
用
」
と
は
主
に
軍
糧
米
へ
の
移
用
を
指
し
て
い
る
と
理
解
さ

れ
る
。

　

上
供
米
の
漕
運
を
妨
げ
、
欠
額
を
発
生
さ
せ
た
原
因
と
し
て
、
上
記

に
加
え
て
、
や
は
り
戦
乱
に
伴
う
堤
防
や
堰
閘
等
の
水
利
・
漕
運
施
設

の
破
壊
、
綱
船
の
破
壊
や
略
奪
、
上
供
銭
物
の
略
奪
等
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
建
炎
元
年
～
二
年
に
は
、
特
に
群
盗
（
首
領
に
率
い
ら
れ
て
行
動

す
る
盗
賊
の
集
団
）
や
反
乱
兵
士
等
の
反
体
制
勢
力
が
汴
河
・
山
陽

瀆
・
江
南
河
・
長
江
一
帯
を
荒
ら
し
回
っ
て
お
り
、
例
え
ば
建
炎
元
年

六
月
に
京
西
・
湖
北
路
の
諸
州
が
尽
く
賊
寇
に
侵
犯
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
の
年
八
月
に
は
江
南
河
の
起
点
杭
州
で
陳
通
の
乱
が
起
こ
っ
て
い

る
。
九
～
十
月
に
は
待
遇
に
不
満
を
抱
い
た
御
営
司
の
兵
士
が
江
南
河

に
沿
っ
た
秀
州
で
反
乱
を
起
こ
し
、
江
南
河
を
北
上
し
て
漕
運
の
要
衝

で
あ
る
鎮
江
府
へ
移
動
し
、
火
を
は
な
ち
多
数
の
人
々
を
殺
戮
し
た
。

十
二
月
に
は
江
西
路
長
江
沿
岸
の
江
州
を
賊
の
張
遇
が
寇
し
、
そ
の
後

長
江
を
下
っ
て
建
康
府
を
犯
し
た
後
、
建
炎
二
年
正
月
に
鎮
江
府
を
陥

れ
た
。
五
月
に
は
秀
州
の
兵
士
が
乱
を
起
こ
し
、
七
月
に
は
江
南
河
一

帯
は
「
近
ご
ろ
杭
・
潤
・
秀
の
三
州
、
凶
寇
窃
か
に
発
す
」
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。
ま
た
建
炎
二
年
四
月
に
群
盗
が
長
江
中
流
の
漢
陽
軍
を

焼
き
打
ち
し
、
八
月
に
は
賊
の
李
成
と
そ
の
配
下
が
汴
河
に
沿
っ
た
宿

州
・
虹
県
を
犯
し
て
い
る（
（2
（

。

　

建
炎
三
年
に
入
る
と
、
正
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
金
軍
が
淮
南
へ
侵

攻
し
、
汴
河
・
山
陽
瀆
に
沿
っ
た
漕
運
の
要
衝
で
あ
る
泗
州
・
真
州
・

楚
州
・
揚
州
等
を
攻
略
し
た
。
揚
州
に
滞
在
し
て
い
た
高
宗
は
金
軍
か

ら
逃
れ
る
た
め
、
杭
州
へ
の
移
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な

お
こ
の
時
金
軍
だ
け
で
な
く
、
統
制
官
の
王
徳
も
宋
に
反
旗
を
翻
し
、

真
州
を
焼
き
打
ち
し
た
。
長
江
流
域
で
は
賊
の
貴
仲
正
が
岳
州
を
犯
し

て
い
る
。
三
月
に
は
群
盗
の
邵
青
が
泗
州
を
略
奪
し
、
杭
州
で
は
苗
劉

の
乱
が
起
こ
っ
た
。
四
月
に
な
る
と
汴
河
に
沿
っ
た
高
郵
軍
が
群
盗
に

襲
わ
れ
、
杭
州
の
北
、
江
南
河
に
沿
っ
た
臨
平
で
は
苗
劉
の
配
下
と
、

乱
を
討
伐
に
来
た
呂
頤
浩
配
下
の
兵
士
が
戦
っ
っ
て
い
る
。
淮
南
で
は

五
月
に
な
る
と
「
盗
賊
踵し
き

り
に
起
こ
る
」
と
称
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ

た（
（2
（

。

　

史
料
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
群
盗
や
反
乱
兵

士
、
金
軍
等
の
跳
梁
跋
扈
は
、
漕
運
に
対
し
様
々
な
悪
影
響
を
与
え
て

い
た
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
上
供
銭
物
の
略
奪
の
他
に
、
水
利
・
漕
運

施
設
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
鎮

江
府
が
反
乱
兵
士
や
群
盗
に
焼
き
打
ち
さ
れ
た
際
、
同
地
に
存
在
す
る

閘
門
等
の
水
利
施
設
は
破
壊
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
し
、
泗
州
・
真



三
二

州
・
楚
州
・
揚
州
に
転
般
倉
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
も
破
壊
・

略
奪
の
対
象
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
。
前
引
史
料
に
記
さ
れ
て
い
た
、
淮

南
の
転
般
倉
が
焼
失
し
た
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
金
軍
が
淮
南
に
侵
攻

し
た
建
炎
三
年
の
正
月
～
二
月
頃
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
北
宋
時

代
、
転
般
法
施
行
下
で
は
汴
綱
は
二
百
編
成
さ
れ
、
綱
船
は
一
綱
毎
に

三
十
隻
、
全
体
で
六
千
隻
あ
っ
た
。
し
か
し
南
宋
に
入
る
と
綱
船
は
不

足
を
き
た
し
、
建
炎
二
年
五
月
に
は
綱
は
八
十
一
し
か
な
く
、
し
か
も

一
綱
あ
た
り
三
十
隻
に
及
ば
な
い
も
の
が
あ
っ
た（
（2
（

。
こ
の
よ
う
な
綱
船

の
不
足
の
背
景
に
も
、
反
体
制
勢
力
や
金
軍
に
よ
る
破
壊
や
略
奪
等
が

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

上
供
米
の
徴
収
・
発
送
に
従
事
し
た
の
は
府
州
軍
県
等
の
地
方
官
で

あ
る
が
、
彼
ら
が
戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
て
殺
害
さ
れ
た
り
、
戦
乱
を
避

け
る
た
め
に
逃
亡
し
た
り
す
れ
ば
、
上
供
米
の
未
発
送
や
発
送
の
遅
延

等
に
つ
な
が
っ
た
。
上
供
銭
物
の
発
送
は
、
平
時
に
お
い
て
も
所
定
額

が
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
発
送
に
携
わ
る
地
方
官
や
胥
吏
が
盗
売
等
の

不
正
を
は
た
ら
い
た
り
す
る
た
め
、
遅
延
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

戦
乱
に
よ
る
地
方
官
の
減
少
は
、
上
供
米
発
送
の
遅
延
や
上
供
米
の
未

発
送
を
一
層
悪
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
行
程
表
に
綱
船
の
発

着
日
時
を
記
入
さ
せ
、
漕
運
の
遅
延
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
等
と
い
う
措
置

も
、
地
方
官
が
減
少
す
れ
ば
実
施
は
困
難
に
な
る
。
さ
ら
に
建
炎
三
年

六
月
に
は
淮
南
の
賊
を
懐
柔
す
る
た
め
、
鎮
江
府
の
上
供
米
五
万
石
を

与
え
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り（
（2
（

、
こ
う
し
た
こ
と
も
上
供
米
に

欠
額
を
生
じ
さ
せ
る
一
因
と
な
っ
て
い
た
。

　

如
上
の
状
況
か
ら
、
淮
南
を
通
る
山
陽
瀆
・
汴
河
を
用
い
た
開
封

へ
の
漕
運
は
、
建
炎
三
年
の
前
半
に
は
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
見
ら

れ
、
七
月
に
東
京
副
留
守
郭
仲
荀
は
金
軍
が
開
封
に
迫
り
、
糧
儲
も
欠

乏
し
て
い
る
と
の
理
由
で
兵
士
・
住
民
を
率
い
て
開
封
を
離
れ
、
行
在

に
向
か
っ
た
。
仲
荀
に
従
っ
た
人
々
は
万
を
以
て
計
え
、
開
封
を
離
れ

て
数
日
に
し
て
よ
う
や
く
食
糧
を
得
た
と
い
う
。
八
月
に
は
留
守
判
官

程
昌
寓
が
食
糧
の
留
め
る
べ
き
な
し
と
し
て
、
所
部
を
率
い
て
開
封
を

離
れ
、
蔡
州
に
赴
い
た
。
こ
の
後
開
封
に
は
京
畿
転
運
副
使
の
上
官
悟

が
権
京
城
留
守
と
し
て
留
ま
り
、
若
干
の
住
民
や
守
備
兵
も
残
存
し
て

い
た
が
、
上
供
米
の
漕
運
は
実
際
に
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
如
く
で
あ

り
、
建
炎
四
年
二
月
、
開
封
が
金
軍
に
よ
っ
て
陥
落
さ
せ
ら
れ
た
時
に

は
「
糧
儲
乏
絶
し
、
四
面
通
ぜ
ず
、
民
多
く
饑
死
す
」
と
い
う
有
様
で

あ
っ
た（
（2
（

。

　

一
方
、
揚
州
か
ら
杭
州
へ
逃
亡
し
た
高
宗
は
、
建
炎
三
年
五
月
に
建

康
府
へ
移
動
し
、
閏
八
月
ま
で
滞
在
し
た
。
上
述
の
如
く
杭
州
・
建
康

府
へ
上
供
米
を
集
め
る
よ
う
漕
運
の
規
定
が
整
備
さ
れ
た
り
、
諸
路
に

詔
が
下
さ
れ
た
り
し
て
い
る
が
、
現
実
に
は
戦
乱
の
中
で
組
織
的
な
漕

運
が
行
わ
れ
た
と
は
考
え
難
く
、
近
隣
諸
路
か
ら
小
額
の
米
を
か
ろ
う

じ
て
調
達
・
輸
送
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
ろ
う
。



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

三
三

　

二　

高
宗
逃
亡
期
間
に
お
け
る
食
糧
米
の
輸
送

　

建
炎
三
年
（
一
一
二
九
）
五
月
以
降
建
康
府
に
滞
在
し
て
い
た
高
宗

は
、
閏
八
月
金
軍
の
侵
攻
を
避
け
る
た
め
建
康
府
を
離
れ
、
長
江
か
ら

江
南
河
へ
入
り
、
九
月
に
平
江
府
へ
到
着
し
た
。
十
月
に
な
る
と
金
軍

が
河
南
か
ら
京
西
へ
南
下
し
、
さ
ら
に
淮
西
か
ら
長
江
を
渡
っ
て
江
南

へ
の
侵
攻
を
開
始
し
た
。
高
宗
は
平
江
府
を
出
発
す
る
と
江
南
河
を
南

下
し
、
臨
安
を
経
由
し
て
銭
塘
江
を
渡
り
、
浙
東
運
河
を
通
っ
て
越
州

に
た
ど
り
着
い
た
。
十
一
月
に
は
越
州
を
出
発
し
、
余
姚
江
を
通
っ
て

十
二
月
明
州
に
至
っ
た
。

　

長
江
を
渡
っ
た
金
軍
は
江
西
・
湖
南
方
面
か
ら
江
東
、
さ
ら
に
両
浙

へ
と
進
撃
し
、
十
一
月
に
建
康
府
、
十
二
月
に
は
臨
安
・
越
州
を
陥
落

さ
せ
た
。
高
宗
は
明
州
か
ら
定
海
県
を
経
て
海
上
へ
脱
出
し
、
建
炎
四

年
二
月
ま
で
台
州
・
温
州
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
海
上
を
逃
避
し
続
け

た
。
金
軍
は
建
炎
四
年
正
月
明
州
に
到
達
し
、
こ
こ
を
焼
き
払
っ
た

後
、
二
月
に
よ
う
や
く
兵
を
引
き
上
げ
た
。
な
お
金
軍
は
前
述
の
如

く
、
帰
途
開
封
を
陥
落
さ
せ
て
お
り
、
南
宋
政
府
に
と
っ
て
開
封
へ
漕

運
を
行
う
名
目
は
、
最
早
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
高
宗
は

建
炎
四
年
二
月
、
温
州
に
上
陸
し
た
が
、
三
月
に
は
温
州
を
出
発
し
、

海
路
で
台
州
を
経
て
定
海
県
に
至
り
、
四
月
に
明
州
か
ら
浙
東
運
河
を

通
っ
て
越
州
へ
移
動
し
た（
（2
（

。

　

高
宗
が
逃
亡
中
、
上
供
米
の
組
織
的
輸
送
は
破
綻
し
、
高
宗
一
行
の

食
糧
米
が
主
と
し
て
浙
西
で
調
達
さ
れ
、
海
路
も
用
い
て
便
宜
的
に
漕

運
さ
れ
て
い
た
。
具
体
例
と
し
て
建
炎
三
年
十
一
月
に
明
州
で
船
を
調

達
さ
せ
る
と
と
も
に
、
戸
部
員
外
郎
の
宋
煇
を
秀
州
へ
派
遣
し
、
調
達

し
た
船
を
用
い
て
海
道
に
よ
り
銭
糧
を
運
ば
せ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の

結
果
、
建
炎
四
年
正
月
に
は
、
台
州
の
章
安
鎮
に
滞
在
し
て
い
た
高
宗

の
も
と
へ
米
八
万
斛
・
銭
帛
十
万
貫
匹
が
届
き
、
従
行
す
る
者
は
甚
だ

そ
れ
を
頼
り
に
し
た
と
い
う
。
浙
西
か
ら
米
を
輸
送
し
て
い
る
事
例
と

し
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も
建
炎
四
年
三
月
、
湖
州
が
戦
災
を
被
っ
て
い

な
い
と
の
理
由
か
ら
、
戸
部
侍
郎
葉
份
・
両
浙
転
運
副
使
陳
谷
瑞
を
同

州
へ
派
遣
し
、
銭
糧
を
催
督
し
て
行
在
へ
輸
送
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
発

運
副
使
と
な
っ
た
宋
煇
に
対
し
、
両
浙
の
州
軍
で
裕
福
な
家
か
ら
米
斛

を
借
用
す
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
記
事
も
存
在
す
る（
（2
（

。

　

三　

紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
輸
送

　

１　

紹
興
府
へ
の
上
供
米
漕
運
制
度
の
整
備

　

高
宗
は
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
四
月
に
越
州
へ
移
動
し
、
紹
興

二
年
（
一
一
三
二
）
正
月
ま
で
滞
在
し
た
。
本
稿
冒
頭
で
述
べ
た
如

く
、
越
州
は
紹
興
元
年
十
月
、
紹
興
府
に
昇
格
し
た
が
、
こ
こ
で
は
高

宗
が
到
着
後
、
紹
興
府
に
昇
格
す
る
以
前
の
間
も
便
宜
上
紹
興
府
と
記

す
。
高
宗
が
移
動
し
た
後
、
行
在
と
な
っ
た
紹
興
府
へ
上
供
米
を
輸
送

す
る
た
め
、
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
紹
興
府
へ
の
具
体
的
な
漕
運

ル
ー
ト
に
は
、
主
と
し
て
①
長
江
か
ら
江
南
河
を
通
り
、
浙
西
の
秀
州

か
ら
海
路
に
よ
り
紹
興
府
へ
至
る
、
②
江
南
河
を
臨
安
ま
で
下
り
、
そ



三
四

こ
か
ら
銭
塘
江
を
渡
っ
て
浙
東
運
河
に
入
り
、
紹
興
府
へ
至
る
、
③
浙

東
の
明
州
か
ら
余
姚
江
・
浙
東
運
河
を
通
っ
て
紹
興
府
へ
至
る
、
④
浙

東
の
温
州
・
台
州
か
ら
余
姚
県
ま
で
海
路
を
用
い
、
余
姚
県
か
ら
は
余

姚
江
・
浙
東
運
河
を
通
っ
て
紹
興
府
へ
至
る
、
と
い
う
四
つ
が
存
在
し

た
。

　

漕
運
制
度
で
は
、
浙
西
か
ら
紹
興
府
へ
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
建
炎
四
年
七
月
に
発
運
副
使
の
宋
煇
が
原
案

を
具
申
し
、
そ
の
内
容
を
戸
部
・
倉
部
が
審
議
し
て
決
定
さ
れ
た
。
宋

煇
の
提
案
内
容
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
六
～
一
七
「
宋
漕
運
」、

建
炎
四
年
七
月
三
十
日
条
に
見
え
て
お
り
、
開
封
へ
の
漕
運
を
参
照

し
、
以
下
の
諸
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
頗
る
長
文
な
の
で
概
要
の

み
を
紹
介
す
る
と
、
第
一
に
綱
船
の
積
み
荷
は
五
百
料
（
石
）
を
基
準

と
し
、
二
分
即
ち
百
石
は
私
物
の
搭
載
を
認
め
、
八
分
即
ち
四
百
石
の

上
供
米
に
つ
い
て
は
、
四
十
石
毎
に
水
夫
一
人
分
の
雇
銭
を
支
給
し
、

二
分
も
上
供
米
を
搭
載
す
る
場
合
は
、
十
石
毎
に
水
夫
一
人
分
の
雇
銭

を
支
給
す
る
。
第
二
と
し
て
、
官
綱
に
は
水
脚
銭
を
上
乗
せ
し
て
支
給

し
、
蕟
蓆
・
刺
水
・
鋪
襯
銭
等
の
諸
経
費
も
支
給
す
る
。
第
三
に
、
客

綱
に
は
地
理
の
遠
近
に
応
じ
て
水
脚
銭
を
支
給
す
る
。
第
四
に
、
押
綱

官
に
は
本
人
の
資
序
に
相
当
す
る
俸
給
の
他
、
綱
船
の
重
量
が
嵩
む
場

合
に
は
駅
券
も
支
給
す
る
、
等
で
あ
る
。

　

ま
た
浙
西
か
ら
紹
興
府
ま
で
の
漕
運
の
場
合
、
距
離
が
近
く
こ
れ
ま

で
報
賞
の
規
定
が
な
か
っ
た
た
め
、
押
綱
官
の
励
み
に
な
ら
ず
、
懲
罰

の
基
準
も
な
い
と
の
理
由
か
ら
、
宋
煇
は
官
綱
・
客
綱
双
方
に
適
用
さ

れ
る
規
定
と
し
て
以
下
の
内
容
を
提
案
し
た
。
即
ち
賞
格
と
し
て
は
千

石
以
上
の
米
を
漕
運
す
る
際
、
遅
延
な
く
、
欠
額
が
出
て
も
補
填
し
得

た
場
合
、
距
離
が
八
百
里
な
ら
減
磨
勘
二
年
半
、
五
百
里
な
ら
減
磨
勘

二
年
、
三
百
里
な
ら
減
磨
勘
一
年
と
す
る
。
罰
則
と
し
て
、
五
千
石
を

漕
運
し
て
欠
額
が
一
分
な
ら
、
使
臣
は
降
格
（
衝
替
）、
副
尉
は
職
務

停
止
（
勒
停
）、
七
釐
な
ら
展
磨
勘
三
年
、
五
釐
な
ら
展
磨
勘
二
年
、

三
釐
な
ら
展
磨
勘
一
年
と
す
る
、
で
あ
る
。

　

宋
煇
の
如
上
の
案
は
戸
部
・
倉
部
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
結
局
報
賞

は
欠
額
が
出
な
か
っ
た
場
合
に
行
う
、
積
み
荷
の
二
分
も
私
物
を
搭
載

せ
ず
、
上
供
米
を
搭
載
す
る
場
合
、
そ
の
二
分
に
つ
い
て
は
十
石
毎
で

は
な
く
二
十
石
毎
に
雇
銭
を
支
給
す
る
、
水
脚
銭
以
外
に
も
諸
経
費
を

支
払
う
こ
と
は
認
め
る
、
綱
船
の
重
量
が
嵩
む
場
合
、
駅
券
を
支
給
す

る
の
は
優
遇
し
過
ぎ
な
の
で
、
押
綱
官
に
食
銭
四
百
文
を
日
給
す
る
に

と
ど
め
る
、
等
の
点
に
改
め
ら
れ
、
実
施
に
移
さ
れ
た
。

　

紹
興
府
へ
は
江
南
河
・
浙
東
運
河
の
他
、
浙
西
か
ら
海
路
を
用
い
た

漕
運
も
行
わ
れ
た
。
海
路
に
よ
る
漕
運
は
、
運
河
の
漕
運
と
比
べ
る
と

危
険
度
が
高
い
た
め
、
よ
り
優
遇
す
べ
き
で
あ
る
と
の
戸
部
の
意
見
に

基
づ
き
、
紹
興
元
年
三
月
、
浙
西
か
ら
海
路
を
用
い
た
漕
運
に
お
け

る
賞
罰
規
定
が
新
た
に
つ
く
ら
れ
た
。『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
七

「
宋
漕
運
」、
紹
興
元
年
三
月
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
賞
格
と
し
て
一
万

石
以
下
を
一
千
里
漕
運
し
、
欠
額
が
な
け
れ
ば
一
官
を
転
ず
る
こ
と
と

し
、
欠
額
が
漕
運
額
の
一
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
四
年
、
二
釐
未
満
な
ら

減
磨
勘
三
年
と
す
る
。
五
百
里
漕
運
し
て
欠
額
が
な
け
れ
ば
減
磨
勘
四



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

三
五

年
、
欠
額
が
一
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
三
年
、
二
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
二

年
と
す
る
。
五
千
石
を
一
千
里
漕
運
し
て
欠
額
が
な
け
れ
ば
減
磨
勘
四

年
、
欠
額
が
漕
運
額
の
一
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
三
年
、
二
釐
未
満
な
ら

減
磨
勘
二
年
、
五
百
里
を
漕
運
し
て
欠
額
が
な
け
れ
ば
減
磨
勘
三
年
、

欠
額
が
一
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
二
年
、
二
釐
未
満
な
ら
減
磨
勘
一
年
半

と
す
る
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
運
河
を
用
い
た
漕
運
に
比
べ
る
と
、

欠
額
を
出
し
て
も
二
釐
未
満
な
ら
ば
減
磨
勘
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、

欠
額
が
な
い
場
合
は
減
磨
勘
の
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
罰
則
に
つ
い
て
は
、
漕
運
の
距
離
に
関
係
な
く
欠
額
三
釐
な

ら
展
磨
勘
一
年
、
四
釐
な
ら
展
磨
勘
一
年
半
、
五
釐
な
ら
展
磨
勘
二
年

半
、
七
釐
な
ら
展
磨
勘
三
年
半
、
一
分
な
ら
展
磨
勘
四
年
、
三
分
な
ら

使
臣
・
校
尉
は
降
格
（
衝
替
）、
副
尉
は
職
務
停
止
（
勒
停
）
と
す
る
、

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

漕
運
制
度
に
関
し
て
さ
ら
に
述
べ
る
と
、
前
節
で
一
度
引
用
し
た
史

料
で
あ
る
が
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
七
「
宋
漕
運
」、
紹
興
元
年

六
月
二
十
四
日
条
の
戸
部
の
上
言
に

　
　

比
こ
の
ご
ろ

軍
興
に
縁
り
、
淮
南
の
転
般
倉
敖
燒
毁
さ
れ
て
殆
ど
尽
き
、

其
れ
江
湖
の
糧
綱
、
自
ら
合
に
権か

宜り

に
直
達
し
て
行
在
に
赴
く
べ

し
。

と
あ
る
。
即
ち
戦
乱
に
よ
っ
て
淮
南
の
転
般
倉
が
焼
き
尽
く
さ
れ
、
転

般
法
は
実
施
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
上
供
米
の
輸
送
は
直
達
法
に
よ

る
、
即
ち
各
路
の
転
運
司
に
直
接
紹
興
府
ま
で
の
漕
運
を
担
当
さ
せ
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
の
後
文
を
見
る
と
、

上
言
は
裁
可
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
漕
運
制
度
の
転
換
を
示
す
記

事
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う（
（2
（

。

　

紹
興
府
へ
の
漕
運
制
度
の
整
備
と
と
も
に
、
浙
東
運
河
の
浚
渫
も
行

わ
れ
た
。
即
ち
紹
興
元
年
十
月
、
倉
部
員
外
郎
の
成
大
亨
等
が
、
梁
湖

堰
～
住
家
埧
の
間
一
里
百
八
十
丈
が
浅
渋
の
た
め
、
浚
渫
を
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
と
奏
請
し
た
と
こ
ろ
、
詔
に
よ
り
裁
可
さ
れ
、
戸
部
が
経

費
を
支
給
し
、
上
虞
県
の
令
佐
に
監
督
さ
せ
て
浚
渫
工
事
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
同
時
に
都
四
堰
～
曹
娥
塔
橋
の
間
を
開
掘
す
る

こ
と
と
し
、
人
夫
計
七
万
千
二
百
一
工
を
用
い
て
工
事
を
行
い
、
経
費

は
転
運
司
が
支
給
し
、
不
足
す
れ
ば
戸
部
よ
り
借
り
入
れ
る
こ
と
が
命

じ
ら
れ
た（
（3
（

。

　

上
供
米
の
不
足
を
補
う
た
め
、
和
糴
も
実
施
さ
れ
た
。『
要
録
』
巻

三
四
、
建
炎
四
年
六
月
甲
午
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
紹
興
府
の
食
糧
が

不
足
し
て
い
る
の
で
、
諸
路
の
転
運
司
に
対
し
、
和
糴
を
行
う
よ
う
命

が
下
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
内
容
は

　
　

広
東
で
十
五
万
斛
、
福
建
で
十
万
斛
を
和
糴
→
購
入
し
た
米
は
漳

州
・
泉
州
・
福
州
に
儲
積

　
　

浙
西
で
銀
十
万
両
・
銭
十
万
緡
を
本
銭
と
し
て
和
糴
→
購
入
し
た

米
は
秀
州
の
華
亭
県
に
儲
積

　
　

浙
東
で
銀
十
万
両
を
本
銭
と
し
て
糴
和
→
購
入
し
た
米
は
紹
興

府
、
温
州
・
台
州
に
儲
積

で
あ
る
。
恐
ら
く
華
亭
に
儲
積
さ
れ
た
浙
西
の
和
糴
米
は
海
路
を
経

て
、
ま
た
は
江
南
河
を
臨
安
ま
で
下
っ
て
銭
塘
江
を
渡
り
、
浙
東
運
河
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を
通
っ
て
紹
興
府
へ
運
ば
れ
た
で
あ
ろ
う
。
漳
州
・
泉
州
・
福
州
・
温

州
・
台
州
に
儲
積
さ
れ
た
和
糴
米
は
、
後
述
す
る
如
く
海
路
で
一
旦
余

姚
県
へ
運
ば
れ
、
そ
こ
か
ら
余
姚
江
・
浙
東
運
河
を
通
っ
て
紹
興
府
へ

も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

２　

両
浙
路
以
外
か
ら
の
上
供
米
輸
送
の
減
少
と
上
供
米
輸
送
分
散

化
の
萌
芽

　

高
宗
の
紹
興
府
移
住
後
、
上
供
米
発
送
地
は
建
前
上
東
南
六
路
で

あ
っ
た
。
し
か
し
現
実
に
は
両
浙
路
以
外
の
諸
路
か
ら
紹
興
府
へ
輸
送

さ
れ
る
上
供
米
は
少
な
く
、
定
額
を
下
回
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
そ

の
背
景
に
は
秋
苗
米
の
生
産
・
徴
収
額
の
低
下
に
伴
う
上
供
米
総
額
の

減
少
、
そ
れ
ま
で
の
戦
乱
に
よ
る
水
利
・
漕
運
施
設
の
破
壊
等
に
加
え

て
、
群
盗
等
の
反
体
制
勢
力
の
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
宗

が
紹
興
府
へ
移
動
し
た
後
、
金
軍
は
一
応
撤
退
し
た
も
の
の
、
反
体

制
勢
力
は
依
然
と
し
て
南
宋
国
内
を
暴
れ
回
っ
て
い
た
。『
要
録
』
巻

四
七
、
紹
興
元
年
九
月
己
未
条
に
「
江
湖
寇
盗
多
く
、
貢
賦
継
が
ず
」

と
あ
る
の
は
、
当
時
群
盗
に
よ
っ
て
江
湖
即
ち
湖
北
・
湖
南
・
江
東
・

江
西
路
方
面
か
ら
の
上
供
米
の
輸
送
が
妨
害
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
伝
え

る
記
事
と
理
解
さ
れ
る（
（3
（

。『
宋
会
要
』
食
貨
六
四
─
四
六
～
四
七
「
上

供
」、
紹
興
元
年
四
月
十
三
日
条
が
載
せ
る
戸
部
侍
郎
孟
庾
の
上
言
に

は
　
　

江
南
東
・
西
路
の
合
に
行
在
に
起
発
す
べ
き
額
斛
は
、
去
年
の
秋

税
を
以
て
計
置
し
起
発
す
る
に
係
る
。
已
に
十
一
月
四
日
の
朝
旨

を
承
け
、
二
分
を
将
て
価
銭
を
折
起
す
る
外
、
余
の
八
分
は
本
色

の
糧
米
を
起
発
せ
ん
と
す
る
も
、
起
す
る
所
の
数
多
く
、
即い

目ま

道

路
未
だ
甚
し
く
は
通
快
な
ら
ざ
る
に
縁
り
、
深
く
一い
つ

并せ
い

に
般
運
し

艱
き
を
慮
る
。

と
あ
り
、
江
東
・
江
西
路
か
ら
紹
興
府
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
は
二
分

を
銭
に
折
し
、
八
分
が
本
色
と
さ
れ
て
い
た
が
、「
道
路
通
快
な
ら
ざ

る
」
た
め
、
一
斉
に
輸
送
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い

る
。「
道
路
通
快
な
ら
ざ
る
」
の
は
、
戦
乱
に
よ
る
水
利
・
漕
運
施
設

の
破
壊
等
の
他
、
群
盗
等
の
妨
害
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
金
は
江
南
か
ら
撤
兵
し
た
後
、
南
宋
に
対
す
る
戦
略
を
変
更
し

た
。
即
ち
南
宋
に
侵
攻
し
て
高
宗
を
捕
え
、
南
宋
を
滅
亡
さ
せ
る
の
を

さ
し
あ
た
り
断
念
し
、
建
炎
四
年
七
月
に
山
東
～
河
南
～
陝
西
一
帯
を

統
治
す
る
傀
儡
政
権
斉
を
樹
立
す
る
と
と
も
に
、
黄
河
以
北
の
支
配
固

め
に
着
手
し
た
。
南
宋
政
府
は
金
軍
の
侵
攻
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
た

め
、
反
体
制
勢
力
の
掃
討
と
と
も
に
、
国
境
地
帯
の
防
衛
体
制
の
整

備
・
強
化
に
着
手
し
、
建
炎
四
年
五
月
、
長
江
以
北
の
淮
南
・
京
西
・

湖
北
路
一
帯
に
鎮
撫
使
を
、
江
南
諸
路
に
は
安
撫
大
使
を
設
置
し
た
。

江
南
諸
路
に
は
さ
ら
に
宣
撫
使
を
設
置
し
、
宣
撫
使
は
鎮
撫
使
に
代

わ
っ
て
江
北
を
も
管
轄
区
域
と
し
た
。
ま
た
こ
う
し
た
軍
司
令
官
の
も

と
で
国
境
の
防
衛
に
当
た
る
御
前
軍
・
御
営
軍
を
神
武
軍
・
神
武
副
軍

に
改
編
し
、
兵
力
を
増
強
し
た（
（3
（

。
こ
の
よ
う
な
国
境
地
帯
（
長
江
以
北

及
び
長
江
南
岸
）
に
駐
屯
す
る
軍
隊
の
整
備
・
増
強
は
、
軍
糧
米
に
対

す
る
需
要
を
増
加
さ
せ
た
。
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そ
れ
故
政
府
は
上
供
米
の
截
留
を
許
可
し
、
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍

糧
米
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
具
体
例
と
し
て
『
要

録
』
巻
三
三
、
建
炎
四
年
五
月
甲
子
条
に
、
鎮
撫
使
が
設
置
さ
れ
る
際

の
記
事
と
し
て
「
上
供
の
財
賦
は
権
に
三
年
を
免
ず
」
と
あ
る
。
鎮
撫

使
は
二
～
五
の
府
州
軍
を
管
轄
区
域
と
し
て
与
え
ら
れ
た（
（3
（

が
、
こ
の
一

文
は
鎮
撫
使
の
管
内
か
ら
米
を
含
む
銭
物
の
上
供
は
三
年
間
免
除
、
即

ち
截
留
し
、
そ
の
間
鎮
撫
使
に
自
由
に
使
用
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
截
留
さ
れ
た
上
供
銭
物
の
多
く
は
、
配
下
の
軍

隊
に
支
給
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
建
炎
四
年
九
月
、
建
康
府
路
安
撫
大
使
呂
頤
浩
は
兵
五
万
人
を

増
員
し
、
建
康
府
を
は
じ
め
と
す
る
各
所
に
分
屯
さ
せ
る
（
建
康
府

一
万
五
千
人
・
太
平
州
一
万
人
・
池
州
二
万
人
・
饒
州
五
千
人
）
こ
と

を
中
央
に
請
う
た
と
こ
ろ
、
費
用
と
し
て
同
路
の
上
供
経
制
銭
四
十
万

緡
・
上
供
米
二
十
万
斛
を
与
え
る
よ
う
詔
が
下
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
翌
十
月

に
は
江
西
路
安
撫
大
使
朱
勝
非
に
対
し
、
軍
中
の
費
用
と
し
て
同
路
の

上
供
銭
三
十
万
緡
・
銀
帛
五
千
両
匹
・
上
供
米
十
五
万
斛
等
を
賜
与
し

て
い
る（
（3
（

。
こ
れ
ら
の
上
供
銭
物
は
截
留
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

因
み
に
淮
南
路
は
府
州
軍
の
ほ
と
ん
ど
が
鎮
撫
使
の
管
轄
区
域
と

な
っ
て
お
り（
（3
（

、
鎮
撫
使
の
設
置
と
同
時
に
、
淮
南
路
か
ら
紹
興
府
へ
の

上
供
米
の
輸
送
は
事
実
上
停
止
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
建
炎

四
年
末
以
降
、
鎮
撫
使
は
廃
止
さ
れ
始
め
、
淮
南
路
は
宣
撫
使
の
管
轄

下
に
入
る
が
、
少
な
く
と
も
三
万
～
四
万
人
程
度
の
兵
士
が
駐
屯
し
て

お
り（
（3
（

、
上
供
米
は
そ
れ
ら
兵
士
の
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
た
た
め
、
紹
興

府
へ
の
輸
送
が
復
活
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
行
研

究
で
は
淮
南
路
が
上
供
米
の
発
送
地
か
ら
除
外
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
上
の
考
察
が
正
鵠
を
得
て
い
る
と
す

れ
ば
、
鎮
撫
使
の
設
置
と
と
も
に
、
淮
南
路
は
行
在
へ
の
上
供
米
発
送

地
か
ら
除
外
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
に
述
べ
た
如
く
、
高
宗
が
紹
興
府
へ
移
っ
た
後
、
湖
北
・
湖

南
・
江
東
・
江
西
路
方
面
か
ら
紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
輸
送
に
は
困
難

が
伴
い
、
ま
た
上
供
米
の
截
留
が
増
え
、
淮
南
路
は
上
供
米
の
発
送
地

か
ら
除
外
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
輸
送

は
主
と
し
て
両
浙
路
、
特
に
水
田
面
積
が
広
く
、
豊
作
に
恵
ま
れ
れ
ば

米
の
収
穫
量
が
多
い
浙
西
か
ら
行
わ
れ
、
他
路
に
つ
い
て
は
、
淮
南
路

は
も
と
よ
り
、
湖
北
・
湖
南
・
江
東
・
江
西
路
の
上
供
米
も
現
実
に
は

紹
興
府
へ
は
ほ
と
ん
ど
輸
送
さ
れ
ず
、
そ
の
多
く
は
截
留
さ
れ
、
軍
糧

米
に
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
特
に
浙
西
か

ら
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
の
は
、
紹
興
府
に
対
す
る
上
供
米

の
主
た
る
供
給
地
が
浙
西
と
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
後
高

宗
が
臨
安
へ
移
動
す
る
と
、
や
は
り
両
浙
路
か
ら
臨
安
へ
上
供
米
が
輸

送
さ
れ
る
一
方
、
湖
北
・
湖
南
・
江
東
・
江
西
路
に
截
留
さ
れ
た
上
供

米
は
、
長
江
南
岸
の
軍
事
・
補
給
拠
点
（
鎮
江
府
・
建
康
府
・
鄂
州

等
）
へ
組
織
的
に
輸
送
さ
れ
、
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍
糧
米
に
充
て
ら

れ
る
よ
う
に
な
る（
（3
（

。
こ
う
し
た
上
供
米
輸
送
分
散
化
の
萌
芽
が
、
高
宗

の
紹
興
府
滞
在
期
間
中
に
出
現
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

　

な
お
紹
興
府
へ
の
上
供
米
が
、
主
と
し
て
両
浙
路
か
ら
輸
送
さ
れ
る
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よ
う
に
な
る
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
発
運
司
の
官
庁
と
し
て
の
規
模

が
縮
小
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。『
宋
会
要
』
職
官
四
二
─
五
四
「
発
運

司
」、
紹
興
元
年
二
月
七
日
条
に

　
　

尚
書
省
言
わ
く
「
軍
儲
昔
に
在
り
て
は
、
並
び
に
発
運
司
の
收

糴
・
転
般
・
代
発
を
総
領
し
て
以
て
国
用
に
充
て
る
に
係
る
。
邇

来
淮
南
・
湖
北
已
に
分
鎮
を
行
い
、
又
両
浙
の
行
在
に
駐
蹕
し
、

自
ら
本
路
の
漕
臣
の
応
副
す
る
有
り
。
余
路
の
糧
斛
を
収
糴
す
る

も
亦
州
県
官
の
応
弁
に
係
る
。
其
れ
発
運
司
の
差
す
所
の
属
官
並

び
に
使
臣
甚
だ
衆
く
、
財
計
を
侵
耗
す
。
今
欲
す
ら
く
は
主
管
文

字
・
幹
弁
〔
公
事
〕・
催
促
綱
運
官
一
員
を
存
留
す
る
外
、
余
は

並
び
に
罷
め
ん
こ
と
を
」
と
。
之
に
従
う
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
の
内
容
を
敷
衍
し
て
述
べ
れ
ば
、
お
よ
そ
以
下
の

よ
う
に
な
ろ
う
。
北
宋
時
代
の
発
運
司
は
上
供
米
の
転
般
の
他
、
上
供

米
に
不
足
が
あ
れ
ば
和
糴
・
代
発
も
統
轄
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
南
宋

時
代
に
入
り
、
淮
南
・
湖
北
に
鎮
撫
使
が
設
置
さ
れ
〔
た
こ
と
に
よ
っ

て
当
地
の
上
供
米
は
截
留
さ
れ
、
行
在
へ
輸
送
さ
れ
な
く
な
り
、
且
つ

淮
南
・
湖
北
以
外
で
も
截
留
さ
れ
る
上
供
米
が
増
え
た
。〕
紹
興
府
へ

は
、
主
と
し
て
両
浙
路
の
上
供
米
が
両
浙
転
運
司
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ

て
い
る
。〔
即
ち
北
宋
時
代
に
東
南
六
路
か
ら
開
封
へ
上
供
米
が
漕
運

さ
れ
た
の
と
異
な
り
、
上
供
米
が
全
国
か
ら
紹
興
府
へ
輸
送
さ
れ
ず
、

従
っ
て
発
運
司
が
そ
れ
を
統
轄
す
る
必
要
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。〕

ま
た
和
糴
も
〔
以
前
の
よ
う
に
発
運
司
が
東
南
六
路
か
ら
の
上
供
米
額

及
び
六
路
の
豊
作
・
凶
作
を
勘
案
し
て
一
元
的
に
実
施
す
る
の
で
は
な

く
〕
各
路
の
州
県
官
が
個
別
に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。〔
こ
の
よ
う
に

発
運
司
の
職
務
が
減
少
し
た
と
い
う
の
に
〕
発
運
司
の
属
官
は
多
く
、

〔
発
運
司
を
維
持
す
る
た
め
の
経
費
が
〕
財
政
を
消
耗
さ
せ
て
い
る
の

で
、
尚
書
省
は
主
管
文
字
・
幹
弁
〔
公
事
〕・
催
促
綱
運
官
各
一
名
を

除
く
他
、
属
官
は
全
て
廃
止
す
る
こ
と
を
奏
請
し
、
裁
可
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
因
み
に
高
宗
が
紹
興
二
年
正
月
に
臨
安
へ
移
動
し
た
後
も
、
上

供
米
の
輸
送
は
分
散
さ
れ
続
け
た
た
め
、
発
運
司
は
そ
の
存
在
意
義
を

失
い
、
紹
興
二
年
三
月
、
遂
に
廃
止
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

３　

紹
興
府
へ
の
漕
運
の
不
振
と
高
宗
の
臨
安
へ
の
移
動

　

上
述
の
如
く
、
紹
興
府
へ
は
主
と
し
て
両
浙
路
、
特
に
浙
西
か
ら
上

供
米
が
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漕
運
の
制
度
も
整
備
さ
れ
た
。
し

か
し
現
実
に
お
い
て
は
、
紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
は
問
題
が
多

く
、
そ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
高
宗
は
臨
安
へ
移
動
し
て
し
ま
う
。『
要

録
』
巻
四
九
、
紹
興
元
年
十
一
月
戊
戌
条
に
は

　
　

詔
す
ら
く
、
会
稽
の
漕
運
継
が
ざ
る
を
以
て
、
臨
安
に
移
蹕
す
。

両
浙
転
運
副
使
徐
康
国
に
命
じ
て
権
臨
安
府
を
兼
ね
、
内
侍
楊
公

弼
と
与
に
先
に
公
室
を
営
ま
し
む
。

と
あ
り
、「
漕
運
継
が
ざ
る
」
た
め
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
る
こ
と
に

な
っ
た
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
「
漕
運
継
が
ざ
る
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
る
と
、
紹
興
府
へ
の
漕
運
ル
ー
ト
の
う
ち
、
浙
西
か
ら
杭
州
湾
を
縦

断
し
、
紹
興
府
へ
至
る
海
路
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
運
河
を
利
用
す
る



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

三
九

よ
り
も
リ
ス
ク
が
高
か
っ
た
。
ま
た
江
南
河
を
臨
安
ま
で
南
下
し
、
銭

塘
江
を
渡
っ
て
浙
東
運
河
に
入
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て
も
、『
宋
会
要
』

食
貨
五
〇
─
一
六
「
船
」、
紹
興
五
年
閏
二
月
十
三
日
条
に
は
、
尚
書

省
が
「
銭
塘
江
は
川
幅
が
広
く
流
れ
が
急
な
た
め
、
堅
牢
な
船
で
な
け

れ
ば
渡
江
で
き
な
い
が
、
近
頃
の
渡
し
船
は
脆
弱
で
あ
る
の
に
加
え

て
、
船
夫
が
競
っ
て
積
み
荷
を
増
や
す
た
め
、
風
濤
に
遇
え
ば
常
に
転

覆
の
危
険
が
あ
る
」
と
上
言
し
た
た
め
、
両
浙
転
運
司
に
対
し
て
詔
が

下
さ
れ
、
渡
江
専
用
の
、
堅
牢
な
積
載
量
三
百
料
（
石
）
の
渡
し
船
を

急
遽
調
達
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
史
料

か
ら
、
銭
塘
江
は
難
所
の
た
め
渡
江
専
用
の
船
が
必
要
で
あ
り
、
且
つ

江
南
河
を
航
行
し
て
き
た
綱
船
か
ら
一
々
上
供
米
を
積
み
換
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

銭
塘
江
を
渡
っ
た
先
の
浙
東
運
河
は
、
江
南
河
よ
り
も
総
じ
て
河
幅

が
狭
く
、
航
行
で
き
る
船
の
積
載
量
は
二
百
～
五
百
石
程
度
に
過
ぎ
な

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
江
南
河
の
綱
船
に
は
千
石
に
及
ぶ

大
型
船
も
あ
っ
た（
（3
（

。
ま
た
浙
東
運
河
は
銭
塘
江
か
ら
進
入
後
、
銭
清

江
・
曹
娥
江
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
鑑
湖
を
通
り
、
通
明
堰
以
東
は
余

姚
江
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
部
分
の
水
位
が
大
き
く
異
な
る
た

め
、
西
興
堰
・
銭
清
南
北
堰
・
曹
娥
堰
・
都
泗
堰
・
梁
湖
堰
・
通
明
堰

等
の
堰
が
設
け
ら
れ
、
水
位
を
調
節
し
た（
（4
（

。
堰
を
超
え
る
に
は
、
そ
の

都
度
荷
を
小
型
船
へ
と
積
み
換
え
る
面
倒
が
生
じ
た
。
銭
塘
江
を
渡
っ

て
西
興
鎮
か
ら
浙
東
運
河
に
入
り
、
紹
興
府
へ
向
か
っ
た
場
合
、
西
興

堰
・
銭
清
南
北
堰
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
周
必
大

杭　州　湾

江　
塘　
銭

江
　

娥
甬　江

　
　

江

　
清

●

●

●

●
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図２　浙東運河略図



四
〇

の
『
周
易
国
文
忠
集
』
巻
一
七
三
「
思
陵
録
」
下
、
淳
煕
十
五
年
三
月

乙
卯
条
に

　
　

銭
清
江
は
、
東
は
三
江
口
よ
り
来
り
て
西
は
諸
暨
を
過
ぎ
る
こ
と

約
三
十
余
里
、
濶
さ
十
余
丈
、
運
河
其
の
中
を
午
貫
す
。
江
水
よ

り
高
き
こ
と
丈
余
り
、
故
に
南
北
皆
堰
を
築
き
て
水
を
止
め
、
別

に
浮
橋
を
設
け
て
行
旅
を
度
す
。
大
舟
は
例
と
し
て
小
舟
に
剥
載

す
れ
ば
、
則
ち
拖
堰
し
て
過
ぐ
。

と
あ
る
。
銭
清
堰
は
浙
東
運
河
が
銭
清
江
を
横
断
す
る
場
所
に
設
け
ら

れ
て
お
り
、
浙
東
運
河
を
航
行
し
て
来
た
大
型
船
は
、
小
型
船
に
荷
を

積
み
替
え
て
北
堰
を
超
え
、
銭
清
江
を
渡
り
、
そ
の
後
南
堰
を
超
え
な

け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
建
炎
三
年

十
一
月
、
金
軍
に
追
撃
さ
れ
た
高
宗
が
紹
興
府
か
ら
浙
東
運
河
を
さ
ら

に
東
へ
航
行
す
る
際
、
高
宗
の
乗
っ
た
御
舟
が
そ
の
大
き
さ
故
に
都
泗

堰
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
堰
を
斧
で
破
壊
さ
せ
た
と
い

う
事
例
が
あ
る（
（4
（

。

　

曹
娥
江
以
東
の
浙
東
運
河
に
つ
い
て
は
、
明
代
の
史
料
と
な
る
が
黄

宗
羲
『
南
雷
文
定
前
集
』
巻
二
「
余
姚
至
省
下
路
程
沿
革
記
」
に

　
　

吾
邑
（
余
姚
）
よ
り
省
下
（
杭
州
）
に
至
る
は
、
其
の
程
三
百
里

に
過
ぎ
ず
。
而
る
に
曹
娥
・
銭
清
・
銭
塘
の
三
江
、
横
さ
ま
に
其

の
間
を
截
つ
。
又
地
勢
卑
下
に
し
て
曹
娥
而
東
、
未
だ
姚
江
に
入

ら
ず
、
率
ね
数
十
里
に
し
て
一
堰
あ
り
。
船
の
大
な
る
者
、
数
十

斛
を
容
る
あ
た
わ
ず
、
然
ら
ず
ん
ば
則
ち
以
て
拖
堰
す
べ
か
ら

ず
。
風
雨
の
夕
べ
、
篷
底
を
屈
折
し
、
泥
淖
に
蹲
躅
し
、
故
に
行

く
者
甚
だ
難
し
と
為
す
。

と
あ
る
。
曹
娥
江
～
余
姚
江
ま
で
の
間
は
数
十
里
毎
に
堰
が
あ
り
、
堰

を
超
え
る
た
め
船
の
積
載
量
も
か
な
り
制
限
さ
れ
、
数
十
斛
（
石
）
を

積
む
こ
と
が
で
き
ず
、
航
行
が
甚
だ
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る
。「
拖
堰
」
と
は
船
を
引
き
上
げ
て
堰
を
超
え
る
こ
と
を
意
味
す
る

が
、
船
の
牽
引
に
は
牛
の
力
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

り
、
曹
娥
堰
を
超
え
る
際
に
は
十
二
頭
の
牛
が
使
用
さ
れ
て
い
る
記
事

が
目
睹
さ
れ
る（
（4
（

。

　

な
お
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
八
「
宋
漕
運
」、
紹
興
二
年
四
月

二
日
条
所
載
の
紹
興
府
の
上
言
に

　
　

閩
・
広
・
温
・
台
よ
り
二
年
以
来
糧
斛
・
銭
物
を
海
運
し
て
紹
興

府
へ
前
来
す
る
は
、
並
び
に
余
姚
県
に
至
り
て
出
卸
し
、
騰
剝
し

て
般
運
す
る
に
係
る
も
、
而
る
に
本
県
（
余
姚
県
）
常
に
船
無
き

を
患
い
、
同
時
に
交
卸
す
る
あ
た
わ
ず
、
往
往
に
し
て
海
船
を
留

滞
す
。

と
あ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
閩
・
広
、
温
州
・
台
州
か
ら
糧
斛
・

銭
物
が
紹
興
府
へ
輸
送
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
海
船
に
積
ま
れ
、
海

路
を
余
姚
県
へ
至
り
、
そ
こ
で
一
旦
荷
を
下
ろ
し
、
運
河
航
行
用
の
船

に
積
み
換
え
、
余
姚
江
・
浙
東
運
河
を
通
っ
て
紹
興
府
へ
漕
運
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
で
い
う
糧
斛
と
は
、
温
州
・
台
州
か
ら

の
上
供
米
、
及
び
前
述
し
た
、
温
州
・
台
州
に
儲
積
さ
れ
て
い
る
和
糴

米
で
あ
ろ
う
。
閩
・
広
の
糧
斛
と
は
、
や
は
り
先
に
述
べ
た
、
広
東
・

福
建
で
和
糴
さ
れ
た
米
と
考
え
ら
れ
る（
（4
（

。
こ
の
ル
ー
ト
の
場
合
、
荷
物



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

四
一

の
積
み
換
え
に
手
間
が
か
か
る
上
、
上
引
史
料
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が

如
く
、
余
姚
県
で
運
河
航
行
船
が
不
足
す
る
た
め
、
上
供
米
を
運
ん
で

き
た
海
船
が
余
姚
県
に
足
止
め
さ
れ
、
漕
運
が
渋
滞
す
る
と
い
う
問
題

も
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に
は
、
こ
の
よ
う
に
問
題
が
多
い
と
い

う
こ
と
が
一
因
と
な
っ
て
、
先
述
の
通
り
紹
興
元
年
十
一
月
、
高
宗
は

臨
安
へ
の
移
動
を
決
断
す
る
。
高
宗
（
南
宋
政
府
）
が
臨
安
に
存
在
し

て
い
れ
ば
、
上
供
米
の
主
た
る
供
給
地
で
あ
る
浙
西
か
ら
危
険
を
冒

し
、
海
上
ル
ー
ト
を
通
っ
て
上
供
米
を
漕
運
す
る
必
要
も
、
難
所
で
あ

る
銭
塘
江
を
渡
り
、
不
便
な
浙
東
運
河
を
漕
運
す
る
必
要
も
な
く
な

る
。
浙
西
の
上
供
米
は
江
南
河
を
途
中
で
船
を
交
換
す
る
こ
と
な
く
、

そ
の
ま
ま
南
端
ま
で
南
下
さ
せ
れ
ば
よ
く
、
漕
運
の
距
離
が
短
く
な
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
漕
運
に
つ
き
ま
と
う
リ
ス
ク
や
困
難
・
不

便
も
、
紹
興
府
へ
の
漕
運
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
軽
減
さ
れ
る
、
と
考

え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
高
宗
は
紹
興
二
年
正
月
、
紹
興
府
か

ら
臨
安
へ
移
動
し
た
。

　

お
わ
り
に

　

建
炎
元
年
（
一
一
二
七
）
五
月
、
高
宗
が
応
天
府
に
お
い
て
即
位

し
、
南
宋
が
建
国
さ
れ
た
。
建
国
当
初
、
上
供
米
は
行
在
応
天
府
だ
け

で
な
く
、
開
封
へ
も
輸
送
さ
れ
て
い
た
。
開
封
へ
上
供
米
が
送
ら
れ
た

の
は
、
元
祐
皇
后
が
滞
在
し
、
金
に
抵
抗
す
る
東
京
留
守
軍
が
駐
屯
し

て
い
た
た
め
、
そ
の
食
糧
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
高
宗
の

帰
還
に
備
え
、
食
糧
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
こ

と
に
よ
る
。
か
く
て
発
運
司
の
統
轄
の
も
と
で
、
行
在
・
開
封
へ
上
供

米
が
漕
運
に
よ
っ
て
輸
送
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
開
封
・
応
天
府
へ

の
漕
運
に
際
し
て
は
、
転
般
法
が
実
施
さ
れ
た
。

　

し
か
し
秋
苗
米
の
生
産
・
税
収
の
減
少
、
押
綱
官
の
不
正
、
上
供
米

の
軍
糧
米
へ
の
移
用
等
に
加
え
て
、
戦
乱
に
伴
う
水
利
・
漕
運
施
設
の

破
壊
、
綱
船
の
破
壊
・
略
奪
、
地
方
官
の
減
少
等
に
よ
り
、
漕
運
は
機

能
せ
ず
、
開
封
や
行
在
へ
輸
送
さ
れ
る
上
供
米
は
定
額
を
大
幅
に
下

回
っ
た
。
建
炎
三
年
入
り
、
金
軍
が
淮
南
へ
の
侵
攻
を
開
始
す
る
と
、

汴
河
・
山
陽
瀆
の
漕
運
を
用
い
た
開
封
へ
の
上
供
米
の
輸
送
は
事
実
上

行
わ
れ
な
く
な
り
、
さ
ら
に
十
月
以
降
、
金
軍
が
江
南
へ
侵
攻
す
る

と
、
南
宋
国
内
は
大
混
乱
に
陥
り
、
上
供
米
の
組
織
的
輸
送
は
一
旦
破

綻
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
宗
は
金
軍
に
追
撃
さ
れ
、
浙
東
か
ら
海
上

へ
の
逃
避
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
建
炎
四
年
四
月
に
紹
興
府
へ
移
動
す
る

ま
で
、
高
宗
一
行
の
食
糧
米
は
主
と
し
て
浙
西
か
ら
、
時
に
は
海
路
も

用
い
て
便
宜
的
に
輸
送
さ
れ
て
い
た
。

　

高
宗
が
紹
興
府
へ
移
動
し
た
後
、
紹
興
府
へ
の
上
供
米
の
発
送
地
は

建
前
上
東
南
六
路
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
群
盗
に
よ
る
妨
害
の

他
、
水
利
・
漕
運
施
設
の
破
壊
等
も
あ
り
、
上
供
米
を
湖
南
・
湖
北
・

江
東
・
江
西
路
方
面
か
ら
紹
興
府
ま
で
長
距
離
輸
送
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
。
ま
た
政
府
は
国
境
地
帯
に
駐
屯
す
る
軍
隊
を
整
備
・
増
強

し
た
た
め
、
国
境
地
帯
で
軍
糧
米
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
り
、
上
供
米



四
二

を
截
留
し
、
軍
糧
米
に
移
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
う
し

た
結
果
、
紹
興
府
へ
は
主
と
し
て
両
浙
路
、
特
に
浙
西
か
ら
上
供
米
が

輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
、

淮
南
路
が
上
供
米
の
発
送
地
か
ら
除
外
さ
れ
、
湖
北
・
湖
南
・
江
東
・

江
西
路
の
上
供
米
も
多
く
は
截
留
さ
れ
、
軍
糧
米
に
充
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

紹
興
府
へ
の
漕
運
制
度
は
一
応
整
備
さ
れ
た
も
の
の
、
現
実
の
漕
運

に
は
問
題
が
多
か
っ
た
。
浙
西
か
ら
紹
興
府
へ
の
漕
運
は
、
杭
州
湾
を

縦
断
す
る
危
険
な
海
上
ル
ー
ト
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
臨
安
を
経

て
銭
塘
江
を
渡
り
、
浙
東
運
河
に
入
る
ル
ー
ト
も
、
銭
塘
江
が
難
所
で

あ
り
、
そ
の
先
の
浙
東
運
河
は
大
量
の
物
資
を
迅
速
に
漕
運
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
っ
た
。
高
宗
・
南
宋
政
府
は
、
浙
西
か
ら
上
供
米
を
漕
運

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
江
南
河
を
南
下
す
れ
ば
良
い
臨
安
の
方
が
距
離
的

に
近
く
、
便
利
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
漕
運
の
事

情
も
あ
っ
て
、
高
宗
は
紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
正
月
に
臨
安
へ
移
動

し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

な
お
別
稿
で
既
に
検
討
し
た
通
り（
（4
（

、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
し
た
後
、

上
供
米
の
定
額
は
減
額
さ
れ
て
い
き
、
秋
苗
米
の
現
実
の
徴
収
額
へ
と

よ
り
近
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
臨
安
へ
は
主
と
し
て
両
浙
路
の
上
供
米
が

輸
送
さ
れ
、
両
浙
路
か
ら
の
漕
運
制
度
が
整
備
さ
れ
た
。
そ
の
一
方

で
、
両
浙
路
以
外
の
路
の
上
供
米
の
多
く
は
、
国
境
地
帯
の
軍
隊
の
軍

糧
米
に
充
て
る
た
め
截
留
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
長
江
南
岸
の
軍
事
・

補
給
拠
点
へ
組
織
的
に
輸
送
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
国
境
地

　

註
（
１
）	　

北
宋
の
上
供
米
に
つ
い
て
は
島
居
一
康
「
宋
代
上
供
米
と
均
輸
法
」（『
宋
代
史
研

究
会
研
究
報
告
第
三
集　

宋
代
の
政
治
と
社
会
』、
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、
後

『
宋
代
税
政
史
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）、
斯
波
義
信
「
長
江
下

流
域
の
市
糴
問
題
」（『
宋
代
江
南
経
済
史
の
研
究
』、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九
八
八
年
）
等
に
お
い
て
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	　

南
宋
時
代
に
な
る
と
、
両
浙
路
は
浙
西
路
・
浙
東
路
に
分
か
れ
た
が
、
本
稿
で
は

上
供
米
の
発
送
地
を
指
す
場
合
に
は
、
便
宜
上
両
浙
路
と
表
記
す
る
。

（
３
）	　

南
宋
の
上
供
米
に
関
す
る
論
考
と
し
て
島
居
一
康
「
南
宋
の
上
供
米
と
両
税
米
」

（『
東
洋
史
研
究
』
五
一
─
四
、一
九
九
三
年
、
後
『
宋
代
税
政
史
研
究
』
に
再
録
）

の
他
、
拙
稿
「
南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
制
度
の
成
立
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部
論
集

人
文
学
科
編
』
四
〇
、
二
〇
一
六
年
）
等
が
あ
る
。

（
４
）	　

南
宋
の
補
給
体
制
、
総
領
所
に
関
す
る
研
究
は
多
数
あ
る
が
、
総
括
的
な
も
の

と
し
て
内
河
久
平
「
南
宋
総
領
所
考
─
南
宋
政
権
と
地
方
武
将
と
の
勢
力
関
係

を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
史
潮
』
七
八
・
七
九
、
一
九
六
二
年
）、
川
上
恭
司
「
南

宋
の
総
領
所
に
つ
い
て
」（『
待
兼
山
論
叢
』
史
学
篇
一
二
、
一
九
七
八
年
）、
袁

一
堂
「
南
宋
的
供
漕
体
制
与
総
領
所
制
度
」（『
中
州
学
刊
』
一
九
九
五
年
─

四
）、
雷
家
聖
『
聚
斂
謀
国
─
南
宋
総
領
所
研
究
─
』（
万
巻
楼
図
書
股
份
有

限
公
司
、
二
〇
一
三
年
）、
長
井
千
秋
「
南
宋
の
補
給
体
制
試
論
」（『
愛
大
史
学
』

一
七
、
二
〇
〇
八
年
）
等
が
あ
る
。

帯
へ
の
上
供
銭
物
の
輸
送
を
統
轄
す
る
た
め
総
領
官
が
置
か
れ
、
そ
れ

が
組
織
的
・
制
度
的
に
整
備
さ
れ
て
総
領
所
へ
と
発
展
す
る
の
で
あ

る
。
紹
興
三
十
年
正
月
に
は
臨
安
及
び
長
江
南
岸
の
軍
事
・
補
給
拠
点

へ
上
供
米
を
発
送
す
る
府
州
軍
と
そ
の
額
が
確
定
し
、
臨
安
だ
け
で
な

く
、
国
境
地
帯
へ
の
上
供
米
の
輸
送
体
制
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

四
三

（
５
）	　

註
（
３
）
拙
稿
及
び
拙
稿
「
南
宋
臨
安
へ
の
上
供
米
漕
運
体
制
の
成
立
」（『
愛
媛

大
学
法
文
学
部
論
集
人
文
学
編
』
四
四
、
二
〇
一
八
年
）。

（
６
）	　

路
允
迪
は
建
炎
元
年
五
月
戊
戌
、
祠
禄
官
か
ら
京
城
撫
諭
使
に
任
じ
ら
れ
（『
要

録
』
巻
五
）、
そ
の
後
京
城
撫
諭
使
と
し
て
こ
の
上
言
を
行
っ
て
い
る
。

（
７
）	　

南
宋
建
国
期
の
政
治
情
勢
は
、
例
え
ば
寺
地
遵
『
南
宋
初
期
政
治
史
研
究
』（
渓

水
社
、
一
九
八
八
年
）
に
お
い
て
詳
し
い
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）	　
『
要
録
』
巻
六
、
建
炎
元
年
六
月
乙
酉
条
、
巻
一
四
、
建
炎
二
年
三
月
己
亥
条
。

（
９
）	　

以
上
の
議
論
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
南
宋
初
期
の
巡
幸
論
」（『
愛
媛
大
学
法
文
学
部

論
集
・
人
文
学
科
編
』
一
五
、
二
〇
〇
三
年
）、
三
八
～
四
六
頁
、
曽
祥
波
「
南
宋

初
年
的
建
都
之
議
及
其
影
響
」（『
国
学
学
刊
』
二
〇
〇
四
年
─
一
）、
六
二
～
六
五

頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
10
）	　

言
う
ま
で
も
な
く
、
漕
運
に
は
こ
う
し
た
主
要
水
路
以
外
の
河
川
や
運
河
（
例
え

ば
江
南
で
は
銭
塘
江
・
奉
口
河
・
湘
水
・
贛
水
等
）
も
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
煩
雑
に
過
ぎ
る
の
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
避
け
る
。

（
11
）	　

北
宋
時
代
の
転
般
法
を
取
り
上
げ
た
研
究
と
し
て
青
山
定
雄
「
北
宋
の
漕
運
法

に
就
い
て
」（『
市
村
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』、
一
九
三
三
年
、
冨
山
房
、
後

『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
図
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
に
再
録
）、

星
斌
夫
『
大
運
河
─
中
国
の
漕
運
』（
近
藤
出
版
社
、
一
九
七
一
年
）、
周
建
明

「
論
北
宋
漕
運
転
般
法
」（『
史
学
月
刊
』
一
九
八
八
年
─
六
）、
陳
峰
「
北
宋
東
南
漕

運
制
度
的
演
変
及
其
影
響
」（『
河
北
学
刊
』
一
九
九
一
年
─
二
期
）、
汪
聖
鐸
「
宋

代
転
般
倉
研
究
」（『
文
史
』
二
〇
一
一
年
─
二
）
等
が
あ
る
。

（
12
）	　

南
宋
時
代
の
転
般
法
に
つ
い
て
は
井
手
達
郎
「
南
宋
の
漕
運
─
主
と
し
て
転
般

法
に
つ
い
て
」（『
埼
玉
大
学
紀
要
』
教
育
学
部
編
六
、一
九
五
七
年
）
が
あ
り
、
同

右
汪
論
文
も
検
討
を
加
え
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
論
考
も
、
取
り
上
げ
て
い
る

の
は
金
と
の
国
境
地
帯
へ
の
漕
運
に
お
け
る
転
般
法
で
あ
り
、
開
封
へ
の
漕
運
に
お

け
る
転
般
法
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
な
い
。

（
13
）	　

北
宋
時
代
の
発
運
司
に
つ
い
て
は
註
（
1
）
島
居
論
文
・
註
（
11
）
青
山
論
文

の
他
、
黄
純
艶
「
論
宋
代
発
運
使
的
演
変
」（『
厦
門
大
学
学
学
報(

哲
学
社
会
科
学

版)

』
二
〇
〇
三
年
─
二
）、
同
「
宋
代
発
運
使
制
度
考
述
」（『
中
華
文
史
論
叢
』

七
三
、
二
〇
〇
三
年
）、
李
暁
「
宋
朝
江
淮
荊
浙
発
運
司
的
政
府
購
買
職
能
」（『
中

国
社
会
経
済
史
研
究
』
二
〇
〇
四
年
─
二
）
等
に
お
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）	　
『
要
録
』
巻
五
、
建
炎
元
年
五
月
壬
寅
条
。

（
15
）	　
『
宋
会
要
』
職
官
四
二
─
五
二
～
五
三
「
発
運
司
」、
建
炎
元
年
八
月
十
二
日
条
、

食
貨
四
三
─
一
四
～
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
二
年
五
月
十
九
日
条
。

（
16
）	　

以
上
は
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
三
～
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
元
年
八
月
一

日
条
、
建
炎
二
年
十
二
月
二
十
四
日
条
、
職
官
四
二
─
五
二
～
五
四
「
発
運
司
」、

建
炎
元
年
七
月
九
日
条
、
八
月
二
日
条
、
建
炎
二
年
正
月
十
六
日
条
、
五
月
十
二
日

条
、
紹
興
元
年
八
月
六
日
条
、
十
一
月
五
日
条
等
に
よ
る
。
な
お
南
宋
の
発
運
司
に

つ
い
て
は
井
手
達
郎
「
南
宋
時
代
の
発
運
使
及
び
転
運
使
に
つ
い
て
」（
東
京
教
育

大
学
東
洋
史
学
研
究
室
編
『
東
洋
史
学
論
集
』
三
、
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
四
年
）

が
あ
る
他
、
註
（
13
）
黄
・
李
論
文
に
お
い
て
も
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

漕
運
に
関
す
る
職
掌
に
つ
い
て
は
、
検
討
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）	　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
六
「
宋
漕
運
」、
建
炎
三
年
四
月
十
二
日
条
。

（
18
）	　
『
要
録
』
巻
五
、
建
炎
元
年
五
月
庚
子
条
。

（
19
）　
『
要
録
』
巻
一
二
、
建
炎
二
年
正
月
壬
子
条
、『
宋
会
要
』
食
貨
四
〇
─
一
三
「
市

糴
糧
草
」、
建
炎
二
年
正
月
二
十
七
日
条
。

（
20
）　
『
宋
会
要
』
食
貨
四
三
─
一
五
「
宋
漕
運
」、
建
炎
二
年
十
二
月
二
十
四
日
条
。

（
21
）	　

梅
原
郁
『
宋
代
官
僚
制
度
研
究
』（
同
朋
舎
、
一
九
八
五
年
）、
一
一
七
頁
。

（
22
）	　

以
上
は
『
要
録
』
巻
六
、
建
炎
元
年
六
月
癸
亥
条
、
巻
八
、
建
炎
元
年
八
月
戊
午

条
、
巻
九
、
建
炎
元
年
九
月
甲
午
・
己
酉
・
乙
卯
条
、
巻
一
〇
、
建
炎
元
年
十
月
丙

戌
条
、
巻
一
一
、
建
炎
元
年
十
二
月
丙
寅
条
、
巻
一
二
、
建
炎
二
年
正
月
庚
子
条
、

巻
一
五
、
建
炎
二
年
四
月
辛
巳
条
、
建
炎
二
年
五
月
己
酉
条
、
巻
一
六
、
建
炎
二
年

七
月
庚
戌
条
、
建
炎
二
年
八
月
辛
巳
条
等
に
見
え
る
。

（
23
）　

以
上
は
『
要
録
』
巻
一
九
、
建
炎
三
年
正
月
己
酉
条
、
巻
二
〇
、
建
炎
三
年
二
月

庚
戌
・
壬
子
・
癸
丑
・
乙
卯
・
戊
辰
条
、
巻
二
一
、
建
炎
三
年
三
月
己
未
・
壬
寅

条
、
巻
二
二
、
建
炎
三
年
四
月
庚
戌
・
是
月
条
、
巻
二
三
、
建
炎
三
年
五
月
乙
酉
条

等
に
見
え
る
。

（
24
）　
『
宋
会
要
』
職
官
四
二
─
五
三
～
五
四
「
発
運
司
」、
建
炎
二
年
五
月
十
二
日
条
。



四
四

（
32
）　

以
上
、
国
境
地
帯
に
お
け
る
軍
備
・
防
衛
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
は
山
内
一
博

Ａ
「
南
宋
鎮
撫
使
考
」（『
史
淵
』
六
四
、
一
九
五
五
年
）、
同
Ｂ
「
南
宋
建
国
期
の

武
将
勢
力
に
つ
い
て
の
一
考
察
─
特
に
張
・
韓
・
劉
・
岳
の
四
武
将
を
中
心
と
し

て
─
」（『
東
洋
学
報
』
三
八
─
三
、
一
九
五
五
年
）、
小
岩
井
弘
光
「
南
宋
初
期

軍
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
集
刊
東
洋
学
』
二
八
、
一
九
七
二
年
、
後
『
宋
代
兵

制
史
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
に
再
録
）、
王
曽
瑜
『
宋
朝
兵
制
初
探
』

（
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）、
一
二
七
～
一
四
五
頁
、
熊
燕
軍
「
南
宋
高
宗
年
間
鎮

撫
司
研
究
」（『
韓
山
師
範
学
院
学
報
』
三
二
─
二
、
二
〇
一
一
年
）、
余
蔚
「
論
南

宋
宣
撫
使
和
制
置
使
制
度
」（『
中
華
文
史
論
叢
』
八
五
、
二
〇
〇
七
年
）
等
を
参
照

し
た
。

（
33
）	　

同
右
山
内
Ａ
論
文
、
六
九
頁
。

（
34
）　
『
要
録
』
巻
三
七
、
建
炎
四
年
九
月
辛
丑
条
。

（
35
）　
『
要
録
』
巻
三
八
、
建
炎
四
年
十
月
壬
午
条
。

（
36
）　

南
宋
時
代
、
淮
南
は
淮
東
路
・
淮
西
路
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
両
浙
路
と
同
様

に
、
上
供
米
の
発
送
地
の
場
合
は
一
括
し
て
淮
南
路
と
記
す
。
註
（
32
）
山
内
Ａ
論

文
に
よ
れ
ば
、
淮
南
路
で
鎮
撫
使
の
管
域
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
亳
州
・
宿
州
・
安

豊
軍
で
あ
る
。
う
ち
亳
・
宿
州
は
金
の
（
斉
の
）
領
域
に
入
っ
た
た
め
（『
宋
史
』

巻
八
八
地
理
志
四
）、
鎮
撫
使
が
置
か
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
37
）　

註
（
32
）
山
内
Ｂ
論
文
、
四
一
～
四
三
頁
。

（
38
）　

註
（
3
）
拙
稿
、
四
四
～
四
五
頁
。

（
39
）　

斯
波
義
信
『
宋
代
商
業
史
研
究
』（
風
間
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
六
六
頁
、
陳
橋

駅
編
『
中
国
運
河
開
発
史
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）、
五
〇
九
～
五
一
二
頁
、

呉
自
牧
『
夢
粱
録
』
巻
一
二
「
河
船
」。

（
40
）　

以
上
、
浙
東
運
河
に
つ
い
て
は
陳
橋
驛
「
浙
東
運
河
的
変
遷
」（
唐
宋
運
河
考
察

隊
編
『
運
河
訪
古
』、
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）、
姚
漢
源
「
浙
東
運
河

史
考
略
」（
中
国
水
利
学
会
水
利
史
研
究
会
編
『
鑑
湖
与
紹
興
水
利
』、
中
国
書
店
、

一
九
九
一
年
）、
同
右
陳
橋
驛
編
著
、
四
九
六
～
五
一
四
頁
等
に
よ
る
。

（
41
）　
『
要
録
』
巻
二
九
、
建
炎
三
年
十
一
月
辛
未
条
。

（
42
）　

成
尋
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
巻
八
、
熙
寧
六
年
（
一
〇
七
三
）
六
月
六
日
条
。
な

（
25
）　
『
要
録
』
巻
二
四
、
建
炎
三
年
六
月
戊
申
条
。

（
26
）　

以
上
、
開
封
の
状
況
は
『
要
録
』
巻
二
五
、
建
炎
三
年
七
月
庚
子
条
、
巻
二
六
、

建
炎
三
年
八
月
乙
丑
条
、
巻
三
一
、
建
炎
四
年
二
月
丁
亥
条
等
に
よ
る
。

（
27
）　

以
上
、
高
宗
の
移
動
の
詳
細
に
つ
い
て
は
註
（
9
）
拙
稿
、
五
二
～
五
七
頁
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　
『
要
録
』
巻
二
九
、
建
炎
三
年
十
一
月
辛
未
条
、
巻
三
一
、
建
炎
四
年
正
月
丙
午

条
、
巻
三
二
、
建
炎
四
年
三
月
丁
未
・
己
亥
条
。

（
29
）　

因
み
に
北
宋
時
代
、
東
南
六
路
か
ら
開
封
へ
の
上
供
米
の
漕
運
で
は
、
崇
寧
三
年

（
一
一
〇
四
）
に
蔡
京
が
転
般
法
を
改
め
て
直
達
法
を
実
施
し
、
以
後
転
般
法
・
直

達
法
が
交
互
に
行
わ
れ
た
。
北
宋
が
滅
亡
す
る
直
前
の
靖
康
元
年
に
は
、
転
般
法
・

直
達
法
が
併
用
さ
れ
て
い
る
（
淮
南
・
両
浙
路
か
ら
の
漕
運
に
は
直
達
法
、
湖
北
・

湖
南
・
江
東
・
江
西
路
か
ら
の
漕
運
に
は
転
般
法
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
註
（
11
）

掲
載
の
諸
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
南
宋
時
代
に
な
る
と
、
紹
興
府
へ
の
上
供

米
の
漕
運
に
は
直
達
法
、
高
宗
が
臨
安
へ
移
動
後
、
臨
安
へ
の
上
供
米
の
漕
運
に

は
、
紹
興
七
年
～
十
一
年
に
か
け
て
、
鎮
江
府
に
転
般
倉
が
設
置
さ
れ
た
際
に
転
般

法
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
外
の
時
期
は
直
達
法
が
行
わ
れ
た
。
転
般
法
は
金
と

の
国
境
地
帯
へ
上
供
米
を
漕
運
す
る
際
に
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。
国
境
地
帯
へ
の
漕

運
に
お
け
る
転
般
法
に
つ
い
て
は
、
註
（
11
）
汪
論
文
、
註
（
12
）
井
手
論
文
が
検

討
を
加
え
て
い
る
。

（
30
）　
『
宋
会
要
』
方
域
一
七
─
一
八
「
水
利
」、
紹
興
元
年
十
月
十
三
日
・
十
六
日
条
。

（
31
）　

こ
の
頃
長
江
一
帯
に
は
水
賊
と
呼
ば
れ
る
群
盗
が
出
没
し
て
お
り
、
証
左
と
な
る

史
料
は
今
の
と
こ
ろ
検
索
で
き
て
い
な
い
が
、
そ
う
し
た
勢
力
に
よ
っ
て
、
湖
北
・

湖
南
・
江
東
・
江
西
路
方
面
か
ら
長
江
を
用
い
た
上
供
米
の
輸
送
が
妨
害
さ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
水
賊
の
代
表
は
湖
北
・
湖
南
路
一
帯
を
荒
ら
し
回
っ

た
鐘
相
・
楊
幺
で
あ
り
、
専
論
と
し
て
単
遠
慕
「
鐘
相
楊
幺
起
義
」（『
歴
代
農
民
起

義
史
話
』
下
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
等
が
あ
る
。
ま
た
鐘
相
・
楊
幺
以
外
に

も
、
当
時
水
賊
が
長
江
に
沿
っ
た
通
州
・
宣
州
・
太
平
州
等
を
寇
し
て
い
た
と
の
記

事
が
目
睹
さ
れ
る
（『
宋
史
』
巻
二
六
高
宗
本
紀
、
紹
興
元
年
二
月
壬
午
条
、『
宋
会

要
』
兵
一
〇
─
二
八
「
出
師
・
邵
青
」、
紹
興
元
年
五
月
二
十
四
日
条
等
）。



南
宋
初
期
に
お
け
る
上
供
米
の
輸
送
に
つ
い
て

四
五

お
『
参
天
台
五
臺
山
記
』
は
藤
善
眞
澄
氏
の
訳
注
（
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
、

二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
た
。

（
43
）　

福
建
・
広
東
路
か
ら
輸
送
さ
れ
る
糧
斛
に
は
、
上
供
米
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性

も
あ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
裏
付
け
と
な
る
史
料
を
検
索
で
き
て
い
な
い
。

（
44
）　

註
（
3
）・
註
（
5
）
拙
稿
。
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